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首都決戦を制す
「初の女性都知事」小池百合子氏の事務所には、多くの報道陣が集まった
＝7月31日夜、東京都豊島区 撮影：遠藤　啓生（朝日新聞社映像報道部）

　
７
月
は
欧
州
各
国
大
使
の
仕
事
ぶ
り
に
感
服
し
た
。

　
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
選
択
し
た
英
国
の
国
民
投
票
で
、
当
事
者
性

を
持
つ
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
英
独
仏
Ｅ
Ｕ
の
駐
日
４
大
使
を

次
々
に
招
待
し
た
。

　
最
初
に
登
場
し
た
英
国
大
使
は
４
カ
月
前
に
当
ク
ラ
ブ
で

「
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
日
本
企
業
に
も
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
」と

警
告
し
た
ば
か
り
。
今
回
は「
心
配
し
な
く
て
も
大
丈
夫
」

と
逆
方
向
の
説
明
を
迫
ら
れ
た
が
、
そ
の
複
雑
な
役
回
り
を

時
に
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
見
事
な
日
本
語
で
こ
な
し
た
。

　
独
仏
両
大
使
か
ら
は「
二
人
で
一
緒
に
会
見
し
た
い
」と

の
申
し
出
が
あ
り
共
同
会
見
と
な
っ
た
。
掛
け
合
い
の
よ
う

に
息
の
合
っ
た
と
こ
ろ
を
見
せ
、
さ
ら
に「
わ
れ
わ
れ
の
娘

は
共
に
英
国
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
日
の
会
見
は

母
国
語
で
な
く
英
語
で
す
よ
」と
、
独
仏
連
携
の
強
さ
と
英

国
へ
の
配
慮
を
洒
脱
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
Ｅ
Ｕ
大
使
は
、
苦
労
の
末
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
果
た
し
た
小
国
ル

ー
マ
ニ
ア
出
身
。「
平
和
で
安
定
し
た
欧
州
に
は
、
Ｅ
Ｕ
以

外
の
選
択
肢
は
な
い
」と
ニ
コ
リ
と
も
せ
ず
断
言
し
た
。

　
政
府
見
解
の
枠
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
て
自�

国
の
事
情
を
積
極
的
に
伝
え
よ
う
と
す
る
プ
ロ
意
識
と
技
を

強
く
感
じ
た
。「
オ
フ
レ
コ
で
の
外
交
裏
話
は
面
白
い
が
、

オ
ン
レ
コ
は
公
式
見
解
の
棒
読
み
」と
い
う
大
使
に
対
す
る

先
入
観
が
気
持
ち
よ
く
裏
切
ら
れ
た
。

　
国
際
報
道
の
現
場
に
早
く
出
た
い
と
う
ず
う
ず
し
て
い
る

若
手
記
者
諸
君
。
ま
ず
は
地
下
鉄
で
内
幸
町
ま
で「
海
外
出

張
」に
来
て
く
だ
さ
い
。

�

（
土
生
修
一
）

「
大
使
の
存
在
感
」ア
ピ
ー
ル

英
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
で
欧
州
各
国
大
使

558_P1-2,20-22.indd   1 2016/08/03   18:51:22



No.558　2016.8.10　日本記者クラブ会報◦ 2

クラブ月 報

陽
と
い
わ
れ
る
ア
パ
レ
ル
産
業
で
４
坪
の

店
を
年
商
１
１
０
０
億
円
ま
で
急
成
長
さ

せ
た
ス
ト
ラ
イ
プ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

社
の
石
川
康
晴
社
長
の
２
人
が
登
壇
し

た
。
72
歳
の
黒
川
社
長
は「
１
０
０
年
か

け
て
も
羊
羹
を
世
界
的
な
菓
子
に
」と
熱

く
語
り
、
45
歳
の
石
川
社
長
は「
こ
れ
か

ら
は
１
兆
円
企
業
を
め
ざ
す
」と
目
を
輝

か
せ
た
。

　
老
壮
２
人
の
リ
ス
ク
を
恐
れ
な
い
旺
盛

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に「
日
本
は
ま
だ
大

丈
夫
」と
安
心
し
た
翌
週
、
今
度
は「
日

本
は
ど
う
な
る
の
か
」と
心
配
に
な
る
調

査
結
果
を
埼
玉
大
の
松
本
正
生
教
授
の
会

見
で
知
っ
た
。

　
参
院
選
分
析
の
関
連
で
松
本
教
授
は
、

高
校
生
、
大
学
生
を
対
象
に「
将
来
の
不

安
」を
た
ず
ね
た
毎
日
新
聞
の
世
論
調
査

で
、「
老
後
の
生
活
」（
29
％
）が「
結
婚
」

を
上
回
り
３
位
と
な
っ
て
い
る
と
紹
介
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
同
種
の
調
査
で
も
、「
老

後
の
生
活
」と「
進
学
」が
同
率
３
位
だ
っ

た
。
ち
な
み
に「
老
後
」と
は
、
親
で
は

な
く
学
生
自
身
の
老
後
の
こ
と
だ
。

　「
成
功
し
た
一
部
経
営
者
と
匿
名
多
数

の
若
者
た
ち
を
比
べ
て
も
無
意
味
」「
果
敢

な
少
数
者
と
臆
病
な
多
数
者
が
並
存
す
る

の
は
世
の
常
」と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で

だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の「
精
神
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
」が
気
に
な
っ
た
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

東京都知事選共同会見 3

クラブゲスト 4‣5

ティム・ヒッチンズ駐日英国大使／ヴィ
オレル・イスティチョアイア=ブドゥラ駐
日EU大使／ハンス・カール・フォン・ヴ
ェアテルン駐日独大使、ティエリー・ダ
ナ駐日仏大使／梅原季哉・朝日新聞編成
局長補佐、鶴原徹也・読売新聞編集委員
／黒川光博・虎屋社長／石川康晴・ス
トライプインターナショナル社長／西田亮
介・東京工業大准教授／松本正生・埼玉
大教授／山城紀子・ジャーナリスト／我
部政明・琉球大教授／核軍縮検証のた
めの国際パートナーシップ／アヴィ・
ハッソン・イスラエル経済産業省チーフ・サ
イエンティスト／田邉揮司良・東京都危
機管理監／玉田芳史・京大大学院教授／
アフメト・ビュレント・メリチ駐日トルコ
大使／小和田恆・国際司法裁判所判事／
クライド・プレストウィッツ米経済戦略
研究所所長／茂木崇・東京工芸大専任講
師／山下真理・国連平和構築支援事務所
次長／開沼博・社会学者、竜田一人・漫
画家、吉川彰浩・元東電社員
会見リポート
シリーズ「BrexitとEUの未来」 6

梅原季哉氏、鶴原徹也氏／研究会
「参院選後の日本 民意を読む」 7

駐日トルコ大使／茂木崇氏 8

著者と語る『福島第一原発廃炉図鑑』 9

首都直下地震 研究会／見学会報告 10

記者ゼミ　R入門／会議報告 11

ワーキングプレス 12‣13

参院選　世論調査　
� 共同通信社　池田健夫
米大統領選　共和党全国大会
� 毎日新聞社　國枝すみれ
被災地通信　福島県葛尾村 14

避難指示解除 福島民報社� 米谷量平
新・列島報告　鹿児島県知事選 15

多難な船出の三反園県政
� 南日本新聞社　木場志郎
書いた話書かなかった話 16‣17

アポロの月着陸　意外にも環境問
題に火をつけた！� 柴田鉄治
マイBOOKマイPR／寄贈書 18

リレーエッセー　 19

私が会ったあの人
免疫学者・能作家　多田富雄さん
� 羽原清雅

都
知
事
選
立
候
補
予
定
者
共
同
会
見
に
３
０
０
人
超

「
チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
」挑
戦
す
る
経
営
者
が
続
々
登
場

　
都
政
は「
政
治
と
カ
ネ
」を
め
ぐ
る
疑

惑
で
舛
添
要
一
都
知
事
が
辞
職
に
追
い
込

ま
れ
、予
定
外
の
都
知
事
選
挙
と
な
っ
た
。

主
要
政
党
に
よ
る
候
補
者
選
考
が
混
迷
し

た
こ
と
も
あ
り
、
都
知
事
選
関
連
ニ
ュ
ー

ス
は
参
院
選
を
押
し
の
け
て
連
日
、
大
き

く
報
じ
ら
れ
た
。

都
知
事
選
、
有
力
候
補
が
一
堂
に

　
大
ニ
ュ
ー
ス
に
即
応
し
た
緊
急
会
見
を

設
定
す
る
の
は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
重
要

な
任
務
。
さ
っ
そ
く
告
示
前
日
の
７
月
13

日
に
会
場
を
押
さ
え
て
準
備
を
始
め
た
。

　
と
こ
ろ
が
交
渉
相
手
が
二
転
三
転
し
て

は
っ
き
り
し
な
い
。
政
治
部
系
の
企
画
委

員
各
位
の
協
力
も
得
て
、
よ
う
や
く
予
定

日
前
日
に
な
っ
て
宇
都
宮
、
小
池
、
鳥
越
、

増
田
の
有
力
候
補
予
定
者
４
氏
全
員
の
出

席
が
確
定
し
た
。

　
４
人
そ
ろ
っ
て
の
共
同
会
見
は
初
め
て

と
あ
っ
て
、
出
席
者
は
今
年
最
多
の
３
０

３
人
を
記
録
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
キ
ー
局
は

生
中
継
で
会
見
の
一
問
一
答
を
伝
え
た
。

　
各
党
が
入
念
な
事
前
準
備
を
す
る
国
政

選
挙
と
違
い
、
今
回
は
各
候
補
予
定
者
と

も
突
然
だ
っ
た
た
め
、
政
策
面
で
は
準
備

不
足
で
あ
い
ま
い
な
部
分
も
多
か
っ
た

が
、
そ
の
分
、
本
音
や
素
顔
が
の
ぞ
く
ア

ド
リ
ブ
的
な
発
言
が
多
く
、
緊
張
し
た
ラ

イ
ブ
感
の
あ
る
会
見
と
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
小
池
氏
が
増
田
氏
に
向
か
っ

て「
ど
う
し
て（
自
民
推
薦
が
）私
じ
ゃ
な

か
っ
た
と
お
考
え
に
な
る
で
し
ょ
う
か
」

と
聞
き
、
増
田
氏
が「
小
池
先
生
の
や
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
少
し
劇
場
型
の
よ
う

で
、
そ
れ
が
皆
さ
ん
の
判
断
に
な
っ
た
の

で
は
…
す
み
ま
せ
ん
」と
恐
縮
し
な
が
ら

も〝
反
撃
〟す
る
場
面
な
ど
は
、そ
の
後
何

度
も
テ
レ
ビ
で
繰
り
返
し
報
じ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
鳥
越
氏
が
ボ
ー
ド
に
書
い
た

「
が
ん
検
診
１
０
０
％
」も
公
約
と
し
て

の
是
非
を
め
ぐ
り
論
議
を
呼
ん
だ
。
当
ク

ラ
ブ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
会
見
動
画
ア
ク
セ

ス
数
も
１
万
近
く
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

経
営
者
の
挑
戦
心
と
若
者
た
ち
の
不
安

　
発
生
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
即
応
と
は
別
に
、

当
ク
ラ
ブ
で
は「
時
代
の
う
ね
り
」を
知

る
た
め
の
長
期
企
画
も
進
行
し
て
い
る
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が
今
年
２
月
か
ら
始
ま
っ

た
、
革
新
的
な
経
営
を
進
め
て
い
る
企
業

ト
ッ
プ
が
自
ら
の
理
念
を
語
る「
チ
ェ
ン

ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
に
聞
く
」シ
リ
ー
ズ
だ
。

７
月
は
、
室
町
末
期
か
ら
続
く
和
菓
子
の

老
舗「
虎
屋
」の
黒
川
光
博
社
長
と
、
斜
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東
京
都
知
事
選
共
同
会
見

（７・13）

　
東
京
都
知
事
選
の
候
補
者

に
よ
る
共
同
会
見
は
、
開
催

前
日
に
主
要
候
補
が
よ
う
や

く
出
そ
ろ
う
と
い
う
厳
し
い

日
程
の
中
で
実
現
し
た
。
２

代
続
け
て「
政
治
と
カ
ネ
」

を
め
ぐ
る
不
祥
事
で
知
事
が

辞
任
す
る
異
常
事
態
。
２
人

の
資
質
を
十
分
に
あ
ぶ
り
出

せ
な
か
っ
た
点
で
メ
デ
ィ
ア

も
責
任
を
免
れ
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
主
要
４
候
補

が
初
め
て
そ
ろ
い
踏
み
す
る

機
会
と
な
っ
た
共
同
会
見
の

重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
な

が
ら
臨
ん
だ
。

　
山
積
す
る
都
政
の
課
題
へ

の
見
解
と
と
も
に
、
候
補
者

の
個
性
を
引
き

出
す
工
夫
を
心

掛
け
た
つ
も
り

だ
。
結
論
を
言

え
ば
政
策
論
議
は
か
み
合
わ
な
か
っ
た
と

思
う
。
説
明
能
力
に
優
れ
る
各
氏
は
自
己

ア
ピ
ー
ル
に
終
始
し
た
。
た
だ
選
挙
戦
の

ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
各
氏
の
人
柄
、
見
識
、

戦
略
の
一
端
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と

は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　
自
民
党
を
割
っ
て
早
々
に
出
馬
表
明
し

た
小
池
百
合
子
元
防
衛
相
は
、
自
民
、
公

明
両
党
の
推
薦
を
受
け
る
増
田
寛
也
元
総

務
相
に
対
し
て「
増
田
さ
ん
は
ど
う
し
て

（
与
党
推
薦
が
）私
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
考
え

る
の
か
」と
迫
っ
た
。対
立
の
構
図
を
打
ち

出
す
こ
と
に
よ
り
、「
逆
風
の
中
で
初
の

女
性
都
知
事
を
め
ざ
す
」と
い
う
戦
略
が

鮮
明
に
な
っ
た
。
対
す
る
増
田
氏
は「
行

政
の
現
場
で
生
き
て
き
た
人
間
」だ
と
官

僚
、
岩
手
県
知
事
の
経
験
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
東
京
一
極
集
中
に
よ
る「
地
方
消
滅
」

を
指
摘
し
て
き
た
立
場
か
ら
、
五
輪
に
向

け
た
東
京
の
再
開
発
と
地
方
の
衰
退
に
ど

う
臨
む
の
か
を
問

い
掛
け
た
。

　
告
示
直
前
に
出

馬
表
明
し
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
鳥

越
俊
太
郎
氏
は

「
安
倍
政
権
は
戦

後
最
悪
の
内
閣
」

と
言
い
切
っ
た
。

公
約
に
掲
げ
た

「
が
ん
検
診
受
診

実
施
要
領
メ
モ
　
▼
日
時
：
７
月
13
日（
水
）14
：
00
～
15
：
40
▼
会
場
：
10
階
ホ
ー
ル
▼
登
壇
者
：

宇
都
宮
健
児
、
小
池
百
合
子
、
鳥
越
俊
太
郎
、
増
田
寛
也
の
立
候
補
予
定
者（
50
音
順
）▼
司
会
：

小
栗
泉
企
画
委
員
、
代
表
質
問
：
川
上
高
志
、
瀬
口
晴
義
の
両
企
画
委
員
▼
進
行
：
各
候
補
者
が

立
候
補
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
主
張
を
述
べ
た
後（
持
ち
時
間
３
分
）、
川
上
・
瀬
口
の
両
委

員
が
代
表
質
問（
約
50
分
）、
候
補
者
同
士
に
よ
る
討
論（
約
10
分
）。
そ
の
後
、
都
庁
ク
ラ
ブ
幹

事
社
お
よ
び
会
場
か
ら
の
質
問
▼
都
知
事
選
の
共
同
会
見
は
２
０
１
２
年
11
月
に
続
き
２
回
目
▼

出
席
：
３
０
３
人
▼
会
見
詳
録

候
補
の
資
質
あ
ぶ
り
出
す
工
夫

ステージ左から宇都宮健児、小池百合子、鳥越俊太郎、増田寛也の４氏。多数のカメラが向けられた冒頭の
撮影タイム

率
１
０
０
％
」を
高
齢
化
と
い
う
問
題
に

ど
う
絡
め
て
い
く
の
か
。
政
策
の
具
体
化

が
課
題
で
あ
る
こ
と
は
明
確
に
な
っ
た
と

思
う
。
弁
護
士
の
宇
都
宮
健
児
氏
は
会
見

後
に
出
馬
を
辞
退
し
た
。
貧
困
・
格
差
対

策
を
掲
げ
た
宇
都
宮
氏
の
支
持
者
の
動
向

が
選
挙
戦
の
１
つ
の
焦
点
で
あ
り
、
主
張

を
聞
く
意
味
は
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
共
同
会
見
は
選
挙
戦
の
緒
戦
に
過
ぎ
な

い
。
候
補
者
を
見
極
め
る
た
め
、
さ
ら
に

論
戦
を
深
め
る
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
副
委
員
長
　

川
上
　
高
志

小池百合子氏の揮ごう
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ティム・ヒッチンズ　駐日イギリス大使

　「英国はEUを離脱するが、欧州
大陸に背を向けるわけではない。
また対英投資で1～9位はEU以
外の国」と離脱に伴う過度な不安
を戒めた。国内政治については
「英国政治の主戦場は中道であり、
ここを制すれば勝利者になる」と
指摘した。

■7・1（金）シリーズ企画「BrexitとEUの未来」①／司会：福
本容子委員／通訳：池田薫／出席：109人

ヴィオレル・イスティチョアイア=ブドゥラ
駐日EU大使

　英国の離脱について「EUは民
主主義ベース。残念だが結果を尊
重する」。しかし「EUの一体感を
過小評価してはならない。平和で
豊かな欧州を築くにはEU以外の
選択肢はない」と断言。「日欧
EPA交渉に英国離脱の影響はな
く、年内合意をめざす」とも。

■7・5（火）シリーズ企画「BrexitとEUの未来」②／司会：土
生修一専務理事／通訳：友田真理／出席：53人

黒
くろ

川
かわ

　光
みつ

博
ひろ

　虎屋社長

　室町時代後期創業の老舗和菓子
屋17代目。「家訓がないので縛り
がない。前向きに思い切りやりた
い」。パリ支店もあり、「羊羹をチ
ョコレートのような世界的菓子に
したい」と意欲満々。揮ごうは「大
切なのは、今」。伝統に安住しな
い挑戦心が伝わってきた。

■7・5（火）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑦／
司会：水野裕司委員／出席：45人

石
いし

川
かわ

　康
やす

晴
はる

　ストライプインターナショナル社長

　中2で「洋服屋になる」と決意。
23歳で4坪のセレクトショップを
始め、業態を変える路線転換を重
ねて急成長、今やグループ売り上
げ1100億円の国際的アパレル企業
に。「成功体験を捨ててこそ会社は
成長できる」。次は「アジア1000店
舗、売り上げ1兆円をめざす」。

■7・6（水）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑧／
司会：安井孝之委員／出席：32人

西
にし

田
だ

　亮
りょう

介
すけ

　東京工業大学准教授

　気鋭の若手学者が参院選翌朝に
登場。特番出演でほぼ不眠。「野
党は憲法の争点化に失敗」「18～19
歳の政治的記憶は2012年総選挙か
ら。民進党への肯定的記憶なし」
「三宅洋平候補の『選挙フェス』は
ポピュリズムと表裏だが、新しい
政治手法になり得る」

■7・11（月）シリーズ企画「参院選後の日本　民意を読む」①
／司会：川上高志委員／出席：46人

松
まつ

本
もと

　正
まさ

生
お

　埼玉大学教授

　18～19歳の投票率45.45％は「予
想以上に高い」と評価。高校・大
学生アンケートの「老後の生活が、
結婚より不安」という驚きの結果
を紹介、将来におびえ保守化する
若者像を示した。若年層の政治意
識向上のため、有権者登録制度の
導入を検討課題として提案した。

■7・14（木）シリーズ企画「参院選後の日本　民意を読む」②
／司会：島田敏男会員／出席：60人
7ページに西田・松本両氏をまとめた会見リポート

山
やま

城
しろ

　紀
のり

子
こ

　ジャーナリスト

　元沖縄タイムス記者。女性や医
療福祉などが専門テーマ。6月の
米軍属による女性殺害事件を受け
「沖縄では性暴力は長らく沈黙の
犯罪だった。1975年の国際婦人年
をきっかけに意識が変化し、被害
者が語り始めた。女性の視点から
も米軍基地はいらない」。

■7・14（木）シリーズ企画「沖縄から考える」⑪／司会：川上
高志委員／出席：32人

我
が

部
べ

　政
まさ

明
あき

　琉球大学教授

　焦点の日米地位協定がテーマ。
沖縄県の幅広い改定要求を説明し
た上で「外国軍隊と地域社会との
接触を極小化する。米兵の外出を
制限し騒音や水質・土壌汚染を基
地内に閉じ込める」考え方を示し
た。「人々が納得しない今のやり
方では基地は維持できない」

■7・21（木）シリーズ企画「沖縄から考える」⑫／司会：島田
敏男委員／出席：61人

ハンス・カール・フォン・ヴェアテルン　
駐日ドイツ大使（左）

ティエリー・ダナ　駐日フランス大使

　「EUは最初から危機続き。
危機を乗り越えるごとに強く
なってきた」（独大使）「英国民
投票で加盟国民は離脱に伴う
危険がわかった」（仏大使）。
独仏連携でEU悲観論に反論
した。

■7・6（水）シリーズ企画「BrexitとEUの未来」③／司会：福
本容子委員／通訳：ベアーテ・フォン・デア・オステン、西
村好美／出席：92人
6ページに上記4大使をまとめた会見リポート

梅
うめ

原
はら

　季
とし

哉
や

　朝日新聞社編成局長補佐（左）

鶴
つる

原
はら

　徹
てつ

也
や

　読売新聞社編集委員

　両氏とも欧州大陸と英国で
特派員を経験。「離脱派は熱
気があった。理屈ではなく情
念の世界」（梅原氏）「超国家組
織としての欧州統合はロマン
チストの夢。EUは冷戦ゆえ
に実現した」（鶴原氏）

■7・7（木）シリーズ企画「BrexitとEUの未来」④／司会：土
生修一専務理事／出席：59人
7ページに会見リポート

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033605/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033624/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033627/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033641/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033471/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033567/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033606/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033603/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033568/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033608/
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核軍縮検証のための国際パートナーシップ
（IPNDV）

　米国が提唱し29カ国が集まる核軍縮検証の枠組
み。東京会合を終えて米日英豪の6人が会見した。
「核弾頭や運搬手段の削減、解体を検証する技術を
議論した。政治は話さない」とローズ米国務次官
補。相手にだまされないよう、見破る技術を事前
に相談する国際会議。議論が進む核兵器禁止条約
への対応を質問されると日米とも反対論だった。
■7・1（金）記者会見／司会：石川洋企画担当部長／通訳：友
田淳治、矢部道子／出席：52人

アヴィ・ハッソン　 
イスラエル経済産業省チーフ・サイエンティスト

　イノベーションには「コネクテ
ィビィティー（接続性）」が重要
だと説く。産業間だけでなく、官
と民、中小と大企業、地元と全国・
海外をつなぐことが成功のカギに
なる、と強調。「政府は、人材育成、
税制整備などのインフラ構築とリ
スク共有に徹すべし」

■7・5（火）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：長井鞠子
／出席：22人

田
た

邉
なべ

　揮
き

司
し

良
ろう

　東京都危機管理監

　耐震工学が専門の工学博士で元
自衛官。防災にうってつけの経歴。
さまざまな取り組みが必要な防災
の難しさを「総合格闘技」と表現。
厳しい質問にも率直に答えたが、
「非常時にトップに必要な資質
は？」と都知事選に絡めた質問に
は「お答えは控えたい」と苦笑い。

■7・8（金）記者会見「首都直下地震への備え」／司会：山﨑登
委員／出席：58人
10ページに「首都直下地震」関連のリポート

玉
たま

田
だ

　芳
よし

史
ふみ

　京都大学大学院教授

　新憲法草案の国民投票（8. 7）
を控えたタイ情勢を熱く解説。5
人以上の集会禁止など反対派への
規制は過酷。「草案可決で国会の
軍任命議員は3分の1になり、ミ
ャンマーより非民主的になる」「富
裕層など既得権層が民主主義否定
のリスクに気づくことが大事」

■7・15（金）研究会「タイ情勢」／司会：鶴原徹也委員／出
席：35人

アフメト・ビュレント・メリチ　駐日トルコ大使

　クーデター未遂事件について、
「首謀者たちは自国民を狙撃し祖
国を裏切った」と批判。「反乱軍
の戦車にギュレン派警察官がい
た」などを同派関与の証拠として
挙げた。「難民に関するEUとの3
月合意も何ひとつ実現されていな
い」とEUへの反発も示した。

■7・20（水）記者会見／司会：脇祐三委員／通訳：ボアチ・
ウリケル／出席：81人
8ページに会見リポート

小
お

和
わ

田
だ

　恆
ひさし

　国際司法裁判所（ICJ）判事

　論理明晰。「世の中に知られてい
ない」国際司法裁判所の役割を丁
寧に話した。「国同士の争いは増
え、環境、人権と付託される範囲も
広がった。倍くらい忙しい」。「日
本人記者はまず来ない」と苦言も。
あえてオンレコで話した熱意に応
え記者はハーグを訪ねるべし。

■7・25（月）記者会見／司会：中井良則顧問／出席：64人

クライド・プレストウィッツ　米経済戦略研究所所長

　レーガン政権で日米貿易交渉を
担当した知日派。近著『日本復活』
では、経済復興、沖縄独立、米軍
撤退、核武装化、エネルギー自立
など日本の未来を壮大に描いた。
「復活しようと思えばできる。そ
のためには為政者が危機感を持つ
ことが必要」と説いた。

■7・26（火）著者と語る『2050近未来シミュレーション　日本
復活』／司会：会田弘継前企画委員長／通訳：池田薫／出
席：57人

茂
も

木
ぎ

　崇
たかし

　東京工芸大学専任講師

　監修したジャービス教授の著作
を「議論のたたき台」と紹介。「記
事との区別が曖昧なネイティブ広
告はダメ」「ジャーナリズムは、食
えなくても好きな人間がやる演劇
に近くなっていく」「既存メディア
は肥大化して制度疲労」。刺激的
な指摘が続いた。動画必見。

■7・26（火）著者と語る『デジタル・ジャーナリズムは稼げる
か―メディアの未来戦略』／司会：橋場義之特別企画委員／
出席：85人
8ページに会見リポート

山
やま

下
した

　真
ま

理
り

　国連平和構築支援事務所次長

　国連勤務は25年を超えた。「日
本人の気配りは国際公務員に向い
ている」。国連による平和構築が
効果をあげるには「国連事務総長
の強いリーダーシップが必要」。
また「次期国連事務総長選は、ロ
シアの影響力がカギを握りそう
だ」と予測した。

■7・28（木）シリーズ企画「国連と日本人」⑩／司会：土生修
一専務理事／出席：27人

開
かい

沼
ぬま

　博
ひろし

　社会学者

竜
たつ

田
た

　一
かず

人
と

　漫画家

吉
よし

川
かわ

　彰
あき

浩
ひろ

　元東電社員

　東京のメディアでは報道が激減した福島第一原
発。「作業員の動きは早朝から始まる。昼だと熱中
症になるから」（開沼さん）。「自販機もある。構内
でカネが使えるようになった」（竜田さん）。細部に
宿る事実をマンガも使って伝えた。「美しい福
島！！」（吉川さんの揮毫）のために。
■7・28（木）著者と語る『福島第一原発廃炉図鑑』／司会：瀬
口晴義委員／出席：60人
9ページに会見リポート

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033556/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033566/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033522/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033607/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033737/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033719/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033720/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033626/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033625/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/07/r00033722/
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英
国
民
投
票
シ
ョ
ッ
ク
の
余
韻
さ
め
や

ら
ぬ
中
開
か
れ
た
３
つ
の
駐
日
大
使
会
見
。

　
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
テ
ィ
ム
・
ヒ
ッ
チ

ン
ズ
英
大
使
。「
欧
州
諸
国
と
親
密
な
関

係
を
維
持
す
る
」「
日
本
企
業
の
投
資
促
進

と
保
護
に
全
力
を
尽
く
す
」。
ま
ず
強
調

し
た
の
が
、
日
本
を
襲
っ
た
懸
念
を
払
拭

す
べ
く「
こ
れ
ま
で
通
り
変
わ
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
。
国
民
投
票
前
の
４
月
４
日

の
ク
ラ
ブ
会
見
で
は
、「
英
国
は
Ｅ
Ｕ
に

残
留
す
る
方
が
、
よ
り
強
く
安
全
で
繁
栄

す
る
」「
世
界
的
な
不
確
実
性
を
前
に

離
脱
は
無
謀
」と
語
っ
た
大
使
だ
っ

た
が
、
そ
こ
は
歴
戦
の
外
交
官
だ
。

　
さ
ら
に
、
世
界
５

位
の
経
済
力
、
高
い

水
準
の
高
等
教
育

等
々
、
英
国
の「
魅

力
」や「
強
み
」を
繰
り
返
し
た

後
、「
離
脱
後
は
規
制
緩
和
が
し

や
す
く
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ

て
有
利
に
働
く
だ
ろ
う
」と「
離

脱
の
利
点
」に
も
踏
み
込
ん
だ
。

　
離
脱
に
向
け
た
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉

に
つ
い
て
は
、「
迅
速
さ
よ
り
正

し
い
結
果
を
出
す
こ
と
が
大
切
」

と
拙
速
を
避
け
る
べ
き
こ
と
を
強

調
し
、「
英
国
が
Ｅ
Ｕ
単
一
市
場

に
ア
ク
セ
ス
を
保
つ
だ
け
で
な

く
、
Ｅ
Ｕ
が
さ
ら
に
自
由
貿

易
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
開
か
れ

た
場
所
に
な
る
こ
と
が
重

要
」と
、
国
益
を
し
た
た
か
に
主
張

す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

　
対
す
る
ハ
ン
ス
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ

ン
・
ヴ
ェ
ア
テ
ル
ン
独
大
使
と
テ
ィ

エ
リ
ー
・
ダ
ナ
仏
大
使
に
よ
る
共
同

会
見
。
独
大
使
は「
今
や
テ
ロ
な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
一
国
だ
け
で

は
対
処
で
き
な
い
。
離
脱
派
の
主
張

と
は
裏
腹
に
、
英
国
は
対
処
能
力
を

失
っ
た
」と
厳
し
い
評
価
。
仏
大
使

も「
英
国
の
友
人
が
離
脱
決
定
す
る

と
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
衝

撃
を
受
け
、
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
気

持
ち
だ
っ
た
」と
率
直
に
語
っ
た
。

　
英
国
抜
き
で
Ｅ
Ｕ
統
合
が
前
進
す
る

と
の
見
方
に
も
く
み
し
な
い
。
両
大
使

と
も「
補
完
性
原
則
」に
言
及
し
、
今

は
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
、
国

家
、
民
意
の
関
係
を
再
考
す
べ
き
と
の

認
識
を
共
有
し
て
い
た
。

　
た
だ
、
今
後
の
英
Ｅ
Ｕ
交
渉
に
関
す

る
発
言
で
は
立
場
の
違
い
を
見
せ
た
。

独
大
使
が「
英
国
と
欧
州
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
と
深
い
絆
は
継
続
す
る
」と

や
や
融
和
的
な
姿
勢
だ
っ
た
の
に
対

し
、
仏
大
使
は「
国
民
の
決
定
が
示
さ

れ
た
以
上
、
で
き
る
だ
け
早
く
手
続
き

を
進
め
る
の
が
望
ま
し
い
」
と
明
言

し
、
強
力
な
Ｅ
Ｕ
懐
疑
派

「
国
民
戦
線
」を
抱
え
る
国

内
事
情
を
垣
間
見
せ
た
。

　
ま
た
、
独
大
使
が「
日
本
企

業
、
政
府
は
、
日
本
の
利
益
を

は
っ
き
り
英
国
、
Ｅ
Ｕ
に
伝
え

る
べ
き
だ
」と
述
べ
た
の
は
、

独
産
業
界
に
英
国
と
の
自
由
貿

易
体
制
の
維
持
を
求
め
る
声
が

強
い
の
を
踏
ま
え
、
同
じ
立
場

の
日
本
に
も
か
ら
め
手
か
ら
の

支
援
を
促
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
仏
大
使
は
こ
の
点
、「
日
本

企
業
が
南
北
ア
メ
リ
カ
を
視
野

に
入
れ
る
な
ら
ロ
ン
ド
ン
に
拠

点
を
残
せ
ば
い
い
し
、
Ｅ
Ｕ
中

心
な
ら
移
せ
ば
い
い
」と
素

っ
気
な
か
っ
た
。

　
両
会
見
の
間
の
日
程
で
行

わ
れ
た
の
が
、ヴ
ィ
オ
レ
ル
・

イ
ス
テ
ィ
チ
ョ
ア
イ
ア
＝
ブ

ド
ゥ
ラ
Ｅ
Ｕ
大
使
会
見
。「
わ

れ
わ
れ
は
安
全
、
平
和
、
和

解
な
ど
歴
史
的
な
成
果
を
誇

り
に
思
っ
て
い
る
。
統
合
へ

の
決
意
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
過
小
評
価
し
な
い
で
ほ
し

い
」と
原
則
的
立
場
を
繰
り

返
し
た
。

　
各
者
各
様
だ
が
、
一
流
外

交
官
た
ち
に
よ
る
老
巧
な
弁

舌
を
随
分
楽
し
ま
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
た
だ
、
平
和
や
和
解
の
理
念

を
Ｅ
Ｕ
に
託
し
た
独
仏
と
、
あ
く
ま
で
単

一
市
場
と
し
て
捉
え
て
き
た
英
国
と
の
、

国
家
理
念
の
次
元
に
ま
で
至
る
違
い
は
や

は
り
大
き
い
と
感
じ
る
。

　
ユ
ー
ロ
危
機
で
は
北
と
南
、
難
民
危
機

で
は
東
と
西
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
で
、
大
き

な
亀
裂
が
走
っ
た
。
そ
れ
ら
は
か
ろ
う
じ

て
つ
な
ぎ
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
果
た
し

て
Ｅ
Ｕ
は
新
た
な
危
機
に
結
束
し
て
臨
め

る
の
か
ど
う
か
。
欧
州
発
の
危
機
が
グ
ロ

ー
バ
ル
な
危
機
に
直
結
す
る
時
代
と
な
っ

た
今
、
わ
れ
わ
れ
も
心
し
て
報
道
を
続
け

ね
ば
な
る
ま
い
。

読
売
新
聞
社
編
集
委
員
　
三
好
　
範
英

シ
リ
ー
ズ
「
Ｂ
ｒ
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
と
Ｅ
Ｕ
の
未
来
」

「
同
床
異
夢
」を
克
服
で
き
る
か

「離脱後は規制緩和が進展」英大使

「欧州と英国の深い絆は継続」独大使

「早急にＥＵ離脱手続きを」仏大使

「統合への決意は強い」EU大使

シリーズのトップバッターはヒッチンズ駐日英国大使（7.1）
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日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
欧
州
を
語

ら
せ
る
の
に
今
、
こ
の
２
人
以
上
に
適
当

な
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
梅
原
季
哉
氏
、

鶴
原
徹
也
氏
は
と
も
に
大
陸
欧
州
と
英
国

双
方
で
特
派
員
経
験
が
あ
る
。し
か
も
、

英
国
の
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）か
ら
の
離

脱
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
を
現
場
で

取
材
し
、
帰
国
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　
会
見
で
梅
原
氏
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
写
真
を
紹
介
し
な
が
ら
、
国
民
投
票

で
離
脱
派
が
勝
っ
た
背
景
や
欧
州
の
将

来
を
整
然
と
説
明
し
た
。
一
方
、
鶴
原

氏
は
落
語
家
が
ま
く
ら
を
語
る
よ
う

に
、
長
年
の
取
材
経
験
か
ら
感
じ
て
い

る
こ
と
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
語
っ
た
。

２
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
違
い
が
感
じ

ら
れ
面
白
か
っ
た
。

　
梅
原
氏
は
、「
離
脱
派
、
残
留
派
双
方

と
も
寄
り
合
い
所
帯
だ
っ
た
が
、
離
脱
派

が
明
確
に
Ｅ
Ｕ
を
敵
と
し
て
設
定
し
た
の

に
対
し
、
残
留
派
は
派
内
で
互
い
に
足
を

引
っ
張
り
合
っ
た
。
運
動
の
熱
量
は
離
脱

派
が
高
か
っ
た
」と
現
場
取
材
の
肌
感
覚

を
述
べ
た
。
ま
た
、
鶴
原
氏
は
、「
キ
ャ

メ
ロ
ン
は
首
相
に
な
っ
て
以
来
、
一
貫
し

て
反
Ｅ
Ｕ
を
主
張
し
て
き
た
。
そ
ん
な
彼

　
安
倍
晋
三
首
相
が
責
任
ラ
イ
ン
と
し
た

「
与
党
で
改
選
過
半
数
」を
確
保
し
、「
改

憲
勢
力
で
３
分
の
２
」に
も
届
い
た
参
院

選
。
そ
の
直
後
の
連
続
会
見
で
は
、
新
た

に
選
挙
権
を
得
た
18
～
19
歳
が
与
党
に

投
票
し
た
比
率
が
高
い
、
と
の
出
口
調

査
が
共
通
の
話
題
に
上
っ
た
。

　
西
田
氏
は「
若
年
世
代
の
記
憶
が
始

ま
る
の
は
極
め
て
近
年
だ
」と
指
摘
し

た
。
旧
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
や
そ
の

政
権
運
営
の
記
憶
は
ほ
ぼ
な
い
代
わ
り

に「
２
０
１
２
年
に
安
倍
自
民
党
が
政

権
を
奪
還
し
て
か
ら
の
プ
ロ
セ
ス
の
印

象
が
強
く
、
現
状
肯
定
イ
メ
ー
ジ
に
つ

な
が
っ
た
」と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
松
本
氏
は
、
将
来
不
安
を
め
ぐ
る
若

者
の
意
識
調
査
で「
進
学
」「
就
職
」や

「
結
婚
」「
子
育
て
」に
加
え「
老
後
の
生

活
」「
親
の
介
護
」と
い
う
先
へ
の
不
安
が

増
え
て
い
る
、
と
紹
介
し
た
。「
と
り
あ
え

ず
現
状
が
こ
の
ま
ま
続
い
て
ほ
し
い
、
と

い
う
守
り
の
志
向
性
が
強
く
、
政
治
的
に

は
保
守
化
は
当
然
だ
。
シ
ル
バ
ー
民
主
主

義
に
憤
っ
て
い
な
い
」と
分
析
し
た
。

　
民
進
党
が
い
ち
早
く
消
費
税
増
税
の
再

延
期
を
打
ち
出
し
た
点
に
、
松
本
氏
は

が
Ｅ
Ｕ
残
留
を
主
張
し
て
も
説
得
力
が
な

い
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
政
権
に
と
ど
ま
り
た

い
が
た
め
に
国
民
投
票
実
施
を
約
束
し
た

が
、
愚
か
な
選
択
だ
っ
た
」と
し
た
。

　
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
両
氏
が
投
票
結

果
へ
の
影
響
と
し
て
英
国
の
メ
デ
ィ
ア
、

特
に
新
聞
報
道
に
つ
い
て
言
及
し
た
点
だ

っ
た
。

　
梅
原
氏
は
、
離
脱
を
主
張
す
る
大
衆
紙

が
根
拠
の
な
い
報
道
を
続
け
た
こ
と
に
つ

い
て
、具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
説
明
し
、

「（
高
級
紙
）フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム

ズ
で
世
の
中
は
動
か
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
」と
語
っ
た
。
鶴
原
氏
も「
離
脱
派
の

メ
デ
ィ
ア
は
平
気
で
ウ
ソ
を
つ
い
て
離
脱

を
あ
お
っ
た
。
こ
れ
が
国
民
の
判
断
を
鈍

ら
せ
た
」と
述
べ
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
役
割

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
だ
っ

た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
、
両
氏
と
も
残
留
を

予
想
し
て
い
た
と
い
う
。「
ロ
ン
ド
ン
で

取
材
し
て
い
る
限
り
、
離
脱
派
に
ほ
と
ん

ど
会
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

（
自
分
の
見
通
し
に
）や
や
バ
イ
ア
ス
が
か

か
っ
た
か
な
と
思
う
」（
梅
原
氏
）、「
不
明

な
こ
と
に
予
想
を
外
し
て
し
ま
っ
た
」（
鶴

原
氏
）と
率
直
に
語
る
姿
も
好
ま
し
か
っ

た
。
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
を
考
え
る
緊

急
連
続
会
見
の
最
終
回
を
飾
る
に
ふ
さ
わ

し
い
会
見
だ
っ
た
。

毎
日
新
聞
社
外
信
部
長
　
小
倉
　
孝
保

「
予
定
通
り
増
税
し
、
将
来
不
安
に
責
任

を
持
つ
、
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
出
し
方
も

あ
っ
た
」と
言
及
し
た
。
野
党
共
闘
が
成

功
し
た
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て「
ト
ー
タ

ル
の
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
を
も
う
少
し
考
え

る
べ
き
だ
」と
慎
重
な
見
解
を
表
明
し
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
へ
の
警
鐘
も
目
立
っ
た
。
西

田
氏
は
、
ネ
ッ
ト
戦
略
も
含
め
て
政
策
論

争
よ
り「
イ
メ
ー
ジ
政
治
」に
傾
斜
す
る

自
民
党
に
対
し
、
野
党
と
メ
デ
ィ
ア
は
憲

法
問
題
の
争
点
化
に
失
敗
し
た
と
総
括
。

「
改
憲
か
護
憲
か
の
構
図
だ
け
が
生
活
者

に
突
き
つ
け
ら
れ
、
読
み
解
く
手
が
か
り

を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
」と
懸
念
し
た
。

　
主
権
者
教
育
が
立
ち
遅
れ
、
流
動
的
で

不
安
定
な「
脆
弱
な
民
意
」の
下
で
、
改

憲
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
と
な
れ
ば
、

国
政
選
挙
に
比
べ
て
規
制
が
は
る
か
に
少

な
い
こ
と
か
ら「
米
大
統
領
選
挙
型
の
運

動
に
な
り
、
あ
る
種
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が

促
進
さ
れ
か
ね
な
い
」と
警
告
し
た
。

　
松
本
氏
は
政
治
を
初
め
て
認
知
す
る
高

校
生
の
段
階
で
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ

政
党
や
国
会
へ
の
信
頼
度
が
下
が
る
、
と

の
意
識
調
査
を
示
し
て「
こ
の
否
定
的
イ

メ
ー
ジ
を
解
消
で
き
ず
に
１
票
の
重
み
を

説
い
て
も
無
理
が
あ
る
」と
危
機
感
を
示

し
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
さ
ら
に
信
頼
度

が
低
い
と
し
て「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
と
の
力
関
係
は
深
刻
だ
」と
述
べ
た
。

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
　
清
水
　
真
人

梅う
め

原は
ら

　
季と

し

哉や

　

朝
日
新
聞
社
編
成
局
長
補
佐

鶴つ
る

原は
ら

　
徹て

つ

也や

　

読
売
新
聞
社
編
集
委
員

西に
し

田だ

　
亮り

ょ
う

介す
け

　

東
京
工
業
大
学
准
教
授

松ま
つ

本も
と

　
正ま

さ

生お

　

埼
玉
大
学
教
授

考えさせられるメディアの役割

若者の保守化とマスメディアの凋落

英EU離脱

民意を読む
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ア
フ
メ
ト・ビ
ュレ
ン
ト・メ
リ
チ

駐
日
ト
ル
コ
大
使

「
早
期
に
安
定
を
取
り
戻
す
」

国
際
社
会
の
懸
念
に
反
論

茂も

木ぎ

　
崇た

か
し

　
東
京
工
芸
大
学
専
任
講
師

「
マ
ス
」
は
崩
壊
し
た

　

既
存
メ
デ
ィ
ア
の
未
来
は
？

　「
自
由
は
無
限
で
は
な
い
。
テ
ロ
を
煽

る
行
為
は
表
現
の
自
由
と
し
て
捉
え
る
べ

き
で
な
い
」。
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
か
ら
４

日
後
、
急
き
ょ
行
わ
れ
た
記
者
会
見
は
、

ト
ル
コ
政
府
の
立
場
を
説
明
す
る
大
使

と
、
強
権
的
な
政
府
の
姿
勢
に
疑
問
を
抱

　
米
国
の
著
名
な
ブ
ロ
ガ
ー
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
立
大
学
教
授
の
ジ
ェ
フ
・
ジ
ャ

ー
ビ
ス
が
著
し
た『
デ
ジ
タ
ル
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
は
稼
げ
る
か
』（
東
洋
経
済
新
報

社
）が
日
本
で
発
売
と
な
っ
た
。
監
修
に

携
わ
っ
た
茂
木
崇
さ
ん
が
本
書
を
解
説
。

「
私
自
身
、
共
感
す
る
部
分
と
意
見
を
異

に
す
る
部
分
が
半
々
だ
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
本
質
論
を
議
論
す
る
た
た
き
台
に
し

て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

　
本
書
で
ジ
ャ
ー
ビ
ス
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
を「
広
義
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

知
識
を
広
げ
、
整
理
す
る
の
を
手
助
け
す

る
仕
事
」「
狭
義
で
は
何
か
を
主
張
し
、
市

民
の
生
活
に
良
い
影
響
を
与
え
る
た
め
に

こ
と
こ
そ
が
エ
ル
ド
ア
ン
政
権
の
最
大
の

目
的
で
あ
る
こ
と
を
、
大
使
自
ら
言
明
し

た
。
日
本
国
内
の
関
連
団
体
に
つ
い
て
も

活
動
停
止
を
日
本
政
府
に
求
め
て
い
る
と

い
う
。
し
か
し
、
そ
の
ギ
ュ
レ
ン
師
と
エ

ル
ド
ア
ン
氏
が
長
年
、
協
力
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　「
国
際
社
会
か
ら
ト
ル
コ
政
府
に
支
持

と
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
」

と
大
使
は
述
べ
た
。
し
か
し
、
強
権
的
な

捜
査
方
法
に
は
欧
米
諸
国
か
ら
強
い
懸
念

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ト
ル
コ
政
府
が
求
め
た
ギ
ュ
レ
ン
師
の

身
柄
引
き
渡
し
に
ア
メ
リ
カ
が
応
じ
る
か

は
不
明
で
あ
る
。
死
刑
制
度
の
復
活
に
関

す
る
議
論
が
始
ま
る
こ
と
に
Ｅ
Ｕ
は
警
戒

を
強
め
て
い
る
。
復
活
す
れ
ば
ト
ル
コ
の

Ｅ
Ｕ
加
盟
の
悲
願
は
水
泡
と
帰
す
だ
ろ

う
。

　
ト
ル
コ
の
外
交
は
重
大
な
局
面
に
あ

る
。
相
次
ぐ
テ
ロ
と
収
束
の
兆
し
が
見
え

な
い
難
民
問
題
、
そ
れ
ら
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
シ
リ
ア
の
混
迷
、
全
て
に
ト
ル
コ

は
鍵
を
握
っ
て
お
り
、
そ
の
不
安
定
化
は

深
刻
な
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
。

　「
ト
ル
コ
の
民
主
的
な
体
制
は
揺
る
ぎ

な
く
、
ト
ル
コ
経
済
が
堅
調
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
早
期
に
安
定
を
取
り
戻
す

だ
ろ
う
」。
大
使
の
言
葉
通
り
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
副
委
員
長
　
二
村
　
伸

努
力
す
る
こ

と
」と
定
義

す
る
。

　
そ
の
上

で
、「
マ
ス
は

崩
壊
し
た
」

と
の
認
識
に

立
ち
、「
マ

ス
広
告
が
な

く
な
る
」と

す
る
。
し
か

ー
を
起
こ
し
た
兵
士
が
ギ
ュ
レ
ン
師
手
書

き
の
文
字
を
お
守
り
と
し
て
持
っ
て
い
た

こ
と
、
戦
車
の
中
に
い
た
兵
士
が
ギ
ュ
レ

ン
運
動
の
メ
ン
バ
ー
だ
と
自
白
し
た
こ
と

を
挙
げ
た
。
そ
れ
で
５
万
人
以
上
の
拘
束

や
解
任
、
職
務
停
止
が
正
当
化
さ
れ
る
の

か
、日
本
人
に
は
理
解
が
難
し
い
だ
ろ
う
。

　「
ト
ル
コ
の
各
機
関
に
支
持
者
が
潜
ん

で
い
る
」。
ギ
ュ
レ
ン
運
動
に
関
わ
る
全

て
の
人
々
を
根
こ
そ
ぎ
摘
発
、
排
除
す
る

く
記
者
団
と
の

せ
め
ぎ
合
い
の

感
が
あ
っ
た
。

　
大
使
は「
ギ

ュ
レ
ン
師
率
い

る
テ
ロ
組
織
が

企
て
た
こ
と
は

明
白
だ
」と
強

調
。
そ
の
証
拠

に
、
ク
ー
デ
タ

し
、
記
事
形
式
の
広
告
で
あ
る
ネ
イ
テ
ィ

ブ
広
告
に
つ
い
て
は
絶
対
反
対
の
立
場

だ
。
記
事
の
課
金
に
つ
い
て
も
難
し
い
と

し
、
寄
付
に
つ
い
て
も
警
戒
す
る
。「
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
な
ど

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
想
で
動
い
て
い
る

が
、
今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
目
標
達

成
に
ど
れ
だ
け
貢
献
で
き
た
か
で
計
る
べ

き
だ
」と
主
張
す
る
。

　
茂
木
さ
ん
は
ジ
ャ
ー
ビ
ス
を「
公
衆
に

期
待
す
る
デ
ュ
ー
イ
型
」と
規
定
し
、
自

ら
を
リ
ッ
プ
マ
ン
型
と
す
る
。
米
国
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ

マ
ン
は
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
論
に
あ
る
よ
う

に
、
公
衆
に
は
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
反
対
し
た
の
が
米
国
の
哲
学
者
ジ

ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
だ
。
ジ
ャ
ー
ビ
ス
の
言

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
と
も
に
問
題
を
解

決
し
て
い
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
デ
ュ
ー

イ
型
だ
と
し
、「
取
材
相
手
と
一
定
の
距

離
を
置
い
て
観
察
し
、
説
明
し
た
り
、
批

判
を
加
え
た
り
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

営
み
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
」と
批
判
し

た
。

　「
既
存
の
報
道
機
関
に
未
来
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
多
い
が
、『
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
』誌
は
い
ま
で
も
部
数
を
伸
ば
し

て
い
る
」と
茂
木
さ
ん
は
指
摘
し
、「
過

渡
期
だ
か
ら
こ
そ
古
典
に
学
び
、
歴
史
に

学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
」と
話
し
た
。

朝
日
新
聞Journalism

編
集
長
　
岡
田
　
力
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著
者
と
語
る

『
福
島
第
一
原
発
廃
炉
図
鑑
』

福
島
の
事
実
か
ら
目
を
背
け
る
な

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
５

年
余
に
な
る
が
、廃
炉
作
業
の
実
態
や
、放

射
線
汚
染
の
現
実
が
、
な
か
な
か
伝
わ
っ

て
こ
な
い
。背
景
に
は
、事
故
を
早
く
忘
れ

た
い
と
い
う
人
々
の
心
理
と
と
も
に
、
玉

石
混
交
の
メ
デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
情
報
の
洪

水
に
、
正
確
な
状
況
が
私
た
ち
に
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
社
会
学
者
の
開
沼
博
・
立
命
館
大
学
准

教
授
、
漫
画
家
で
元
原
発
作
業
員
の
竜
田

一
人
さ
ん（
仮
名
）、元
東
電
技
術
者
で
、廃

炉
作
業
を
外
か
ら
支
え
る
一
般
社
団
法
人

「
Ａ
Ｆ
Ｗ
」代
表
の
吉
川
彰
浩
さ
ん
。
３
人

は
、
立
場
の
違
い
は
あ
り
な
が
ら
、「
福
島

へ
の
誤
解
、無
理
解
が
あ
ま
り
に
多
い
。本

当
の
こ
と
か
ら
、
目
を
背
け
な
い
で
ほ
し

い
」と
い
う
共

通
の
思
い
で
、

『
廃
炉
図
鑑
』

を
編
集
し
た
。

　
原
発
周
囲
ま

で
生
活
圏
が
回

復
し
て
い
る
実

情
を
無
視
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
人

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
が
７
月
に
欧
米
の
メ
デ
ィ
ア
に
配
信
し

た〝
福
島
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
報
道
〟な
ど

に
触
れ
、
開
沼
さ
ん
は「
事
実
を
ゆ
が
め

た
発
信
が
、
福
島
を
世
界
の
中
で
孤
立
さ

せ
、
理
不
尽
な
差
別
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
」と
指
摘
。
自
分
た
ち
で
地
道
な
発
信

を
す
る
と
同
時
に
、「
声
」を
も
た
な
い

福
島
の
人
た
ち
と
東
京
、
あ
る
い
は
世
界

を
つ
な
ぐ
拠
点
と
し
て
、「
廃
炉
ラ
ボ
」

と
い
う
独
立
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
た
。
２
０
１
６
年
６
月
に
出
版

さ
れ
た『
廃
炉
図
鑑
』は
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で「
人
と
つ
な
が
る
手
が
か
り
と

し
て
の
百
科
事
典
」だ
と
い
う
。

　
事
故
を
起
こ
し
た
原
発
の
現
状
、
進
行

中
の
廃
炉
プ
ロ
セ
ス
、
作
業
員
の
心
情
か

ら
、
放
射
線
の
現
状
、
周
辺
地
域
の
人
々

の
生
活
や
表
情
を
伝
え
る
。人
気
漫
画「
い

ち
え
ふ
」作
者
の
竜
田
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト

や
漫
画
を
折
り
込
み
な
が
ら
、
読
者
の
興

味
を
自
然
に
つ
な
ぎ
止
め
る
工
夫
も
。

　「
廃
炉
作
業
に
携
わ
る
数
千
人
の
作
業

員
の
半
数
は
、
地
元
被
災
地
の
人
た
ち
だ

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
、
吉

川
さ
ん
。

　
冷
静
に
、
正
確
に
、
で
も
ユ
ー
モ
ア
を

忘
れ
ず
に
…
英
語
で
の
発
信
も
予
定
し
て

お
り
、
福
島
を
直
接
世
界
に
伝
え
る
、
貴

重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
だ
と
受

け
止
め
た
。�

読
売
新
聞
出
身
小
出
重
幸

左
か
ら
吉
川
さ
ん
、竜
田
さ
ん
、開
沼
さ
ん

●
ト
ル
コ
報
道
を
め
ぐ
り
応
酬

　
世
界
を
驚
か
せ
た
ト
ル
コ
の
ク
ー
デ
タ

ー
騒
動
発
生
か
ら
４
日
後
、
ト
ル
コ
大
使

館
か
ら「
大
使
が
貴
ク
ラ
ブ
で
説
明
し
た

い
」と
電
話
が
あ
り
、
ホ
ッ
ト
な
会
見
が

７
月
20
日
に
実
現
し
た
。

　
こ
の
会
見
で
ア
フ
メ
ト
・
ビ
ュ
レ
ン
ト
・

メ
リ
チ
大
使
の「
日
本
メ
デ
ィ
ア
の
ト
ル

コ
報
道
は
西
欧
メ
デ
ィ
ア
に
依
存
し
て
い

る
」と
の
発
言
に
複
数
の
記
者
が
反
発
し

た
。

●
初
の
覆
面
ゲ
ス
ト
が
登
場

　
当
ク
ラ
ブ
の
会
見

史
上
、
初
め
て
覆
面

を
か
ぶ
っ
た
ゲ
ス
ト

が
登
場
し
た
。

　『
福
島
第
一
原
発

廃
炉
図
鑑
』の
著
者
の
一
人
で
あ
る
漫
画

家
の
竜
田
一
人
さ
ん
だ
。

　
竜
田
さ
ん
は
２
０
１
２
年
と
14
年
に
福

島
第
一
原
発
で
作
業
員
と
し
て
働
き
、
そ

の
経
験
を「
い
ち
え
ふ
」と
題
し
た
漫
画

に
し
て
出
版
し
た
。

　「
身
元
が
ば
れ
る
と
ま
た
働
け
な
く
な

る
し
、
こ
れ
ま
で
雇
っ
て
く
れ
た
人
た
ち

に
も
迷
惑
を
か
け
る
か
ら
」と
い
う
の
が

覆
面
の
理
由
。
名
前
も「
た
っ
た
一
人
」

を
も
じ
っ
た
筆
名
だ
。
プ
ロ
レ
ス
フ
ァ
ン

会
見
余
話

　「（
日
本
人
の
）わ
れ
わ
れ
に
は
報
道
の

自
由
が
あ
る
。
日
本
人
記
者
は
現
場
で
取

材
し
独
自
の
判
断
で
報
じ
て
い
る
」「
大
統

領
批
判
が
で
き
な
い
ト
ル
コ
の
現
状
は
受

容
で
き
な
い
。
お
か
し
い
も
の
は
お
か
し

い
と
書
く
し
か
な
い
」。
こ
れ
に
対
し
大

使
は
、「
政
府
が
規
制
し
て
い
る
の
は
、

大
統
領
に
対
す
る
批
判
で
は
な
く
侮
辱
だ

け
だ
」と
再
反
論
し
た
。

　
緊
張
し
た
空
気
が
流
れ
た
が
、
外
交
官

歴
35
年
の
大
使
は
、「
来
て
よ
か
っ
た
で

す
。
ま
た
来
ま
す
」と
笑
顔
で
語
り
、
会

場
を
後
に
し
た
。

で
、メ
キ
シ
コ
の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
「
ド
ス
・

カ
ラ
ス
」の
覆
面
を
通
信
販
売
で
購
入
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
日
は
当
時
の
作
業
服

を
着
て
会
見
に
臨
ん
だ
。

　「
も
う
ば
れ
て
い
る
の
で
は
」と
の
質

問
に
は「
い
わ
き
市
で
は
知
っ
て
る
人
は

知
っ
て
る
。
で
も
暗
黙
の
了
解
で
黙
っ
て

く
れ
て
い
て
感
謝
で
す
」と
明
る
く
答
え
、

会
場
か
ら
笑
い
が
起
き
る
場
面
も
。
揮
ご

う
で
も
自

作
の
主
人

公
を
描
い

て
く
れ

た
。
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首
都
直
下
地
震
　
研
究
会
／
見
学
会

〝
い
ず
れ
来
る
〟
に
備
え
て

塚
田

　博
康

熊
本
か
ら
東
京
へ

　
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
と「
想
定

外
」の
被
害
が
続
く
な
か「
30
年
以
内
に

起
き
る
確
率
70
％
」と
さ
れ
る
首
都
直
下

地
震
に
つ
い
て
の
企
画
が
始
ま
っ
た
。

　
６
月
29
日
に
は『
首
都
直
下
地
震
』（
岩

波
新
書
）の
著
者
、
平
田
直
・
東
大
地
震

研
教
授
が「
熊
本
の
教
訓
と
首
都
の
備

え
」と
題
し
て
会
見
し
た
。

　
熊
本
地
震
は
28
時
間
に
２
度
も
震
度
７

が
襲
い
、
被
害
を
大
き
く
し
た
。
平
田
教

授
は
連
続
地
震
に
つ
い
て「
耐
震
建
築
で

も
強
い
揺
れ
が
続
く
と
危
険
。
大
き
い
地

震
の
あ
と
、
48
時
間
は
家
に
帰
ら
な
い
よ

う
に
」と
警
告
し
、
現
行
耐
震
基
準
は
最

低
限
度
だ
と
過
信
を
戒
め
た
。

　
現
在
、
地
震
の
研
究
、
調
査
は
文
部
科

学
省
、
被
害
想
定
は
内
閣
府
の
中
央
防
災

一
致
が
必
要
だ
」と
指
摘
し

た
。

　
続
い
て
７
月
８
日
に
は
、

東
京
都
危
機
管
理
監
の
田
邉

揮き

司し

良ろ
う

氏
が
、「
首
都
直
下

地
震
へ
の
備
え
」の
題
で
都

の
対
応
を
解
説
し
た
。

　
熊
本
の
被
災
地
に
対
す
る
都
の
救
援
活

動
が
、
被
災
直
後
の
救
出
、
給
水
袋
・
簡

易
ト
イ
レ
な
ど
支
援
物
資
の
供
給
、
緊
急

医
療
な
ど
か
ら
、
児
童
、
生
徒
の
心
の
ケ

ア
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
た
こ

と
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。
首
都
直
下
地

震
へ
の
実
地
訓
練
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
非
常
時
の
都
職
員
の

参
集
体
制
、
家
庭
で
の
減
災
対
策
、
水
害

と
の
複
合
災
害
の
危
険
性
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
質
問
が
出
た
。

「
東
京
で
一
番
危
険
な
ま
ち
」

　
７
月
４
日
に
は
朝
か
ら
、
墨
田
、
荒
川

で
、
西
川
太
一
郎
区
長
と
会
見
。
水
道
が

止
ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
地
下
水
や
河

川
水
を
消
火
用
に
使
う「
永
久
水
利
施

設
」な
ど
、
同
区
独
自
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
い
た
。

　
こ
の
日
、
有
志
の
区
長
が
増
田
寛
也
氏

に
都
知
事
選
挙
出
馬
の
要
請
を
し
た
こ
と

か
ら
、
質
問
が
そ
ち
ら
に
集
ま
っ
た
の
は

ま
あ
、
当
た

り
前
か
。

　
会
見
後
、

東
京
都
の

「
地
震
に
よ

る
地
域
危
険

度
」総
合
１

位
の
同
区
町

屋
４
丁
目
へ

向
か
い
、
気

温
34
度
と
い

う
暑
さ
の
な

か
、
東こ

風ち

谷や

両
区
で
、
建
物
倒
壊
、
火
災
延

焼
、
消
火
活
動
困
難
な
ど
、
震

災
の
と
き
被
災
す
る
恐
れ
が
大

き
い
ま
ち
を
視
察
し
た
。

　
墨
田
区
で
は
菅
原
幸
弘
防
災

課
長
ら
か
ら
区
の
対
策
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
東
向

島
５
丁
目
か
ら
玉
の
井
い
ろ
は

通
り
を
越
え
て
墨
田
３
丁
目
の

東
武
線
鐘
ヶ
淵
駅
ま
で
、住
宅
、

ア
パ
ー
ト
、
町
工
場
、
商
店
な
ど
木
造

建
物
密
集
地
域
を
１
時
間
歩
い
た
。

　
鐘
ヶ
淵
駅
か
ら
西
へ
行
く
と
、
隅
田

川
沿
い
に
１
・
２
㌔
に
わ
た
っ
て
高
さ

40
㍍
13
階
建
て
の
集
合
住
宅
が
連
な
る

白
鬚
東
防
災
街
区
に
突
き
当
た
る
。
延

焼
か
ら
建
物
を
守
る
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

や
放
水
装
置
、
災
害
時
に
は
４
万
人
の

避
難
場
所
に
な
る
東
白
鬚
公
園
な
ど
が

あ
る
。
ま
と
ま
っ
た
防
災
街
区
と
し
て

は
荒
川
区
南
千
住
の
白
鬚
西
防
災
街
区

と
と
も
に
、都
内
で
も
珍
し
い
存
在
だ
。

　
午
後
１
時
す
ぎ
か
ら
荒
川
区
役
所

７
月
４
日
の
見
学
会
日
程
　
▼
東
向
島
駅
に
集

合
▼
墨
田
区
役
所
防
災
課
会
議
室
で
菅
原
幸
弘

防
災
課
長
ら
に
よ
る
説
明
▼
東
向
島
～
墨
田
エ

リ
ア
を
徒
歩
で
見
学
▼
白
鬚
東
ア
パ
ー
ト
で
見

学
と
施
設
説
明
▼
南
千
住
エ
リ
ア
を
バ
ス
で
見

学
▼
西
川
太
一
郎
荒
川
区
長
会
見（
荒
川
区
役

所
）▼
地
下
水
を
使
っ
た
永
久
水
利
施
設
見
学
・

説
明
▼
荒
川
区
立
町
屋
５
丁
目
住
宅（
22
階
建

て
、
高
さ
75
メ
ー
ト
ル
）屋
上
か
ら
町
屋
・
荒

川
エ
リ
ア
を
見
渡
す
▼
町
屋
４
丁
目
を
徒
歩
で

見
学
▼
荒
川
遊
園
に
設
置
さ
れ
た
、
隅
田
川
の

河
川
水
を
利
用
し
た
永
久
水
利
シ
ス
テ
ム
を
見

学
▼
町
屋
駅
で
解
散〔
参
加
：
16
人
〕

東京都危険度ランキング1位の町屋4丁
目。木造建物が密集し、細い路地が不
規則に張り巡らされている

危険度ランク上位地区を多く抱える荒川区の西川太
一郎区長から防災への取り組みを聞いた

平田直氏

会
議
が
担
当
す

る
な
ど
、
政
府

内
で
も
防
災
機

能
が
分
散
し
て

い
る
こ
と
を
例

に「
地
震
研
究

と
防
災
対
策
の

博
・
尾
久
消
防
団
長
な
ど
の
案
内
で
曲
が

り
く
ね
っ
た
細
い
道
や
、
人
ひ
と
り
通
り

抜
け
る
の
が
や
っ
と
の
路
地
を
た
ど
っ

た
。
高
層
の
建
物
が
林
立
す
る
東
京
と
は

異
な
る
ま
ち
が
そ
こ
に
は
あ
る
こ
と
を
体

感
し
た
。

（
つ
か
だ
・
ひ
ろ
や
す
　
東
京
新
聞
出
身
）
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データ分析　統計ソフトＲ入門

さらばエクセル
ビッグデータ時代の強い味方

ゼミ
記者
54

記 者ゼミ　次世代ジャーナリストの必須ＩＴ講座④

　「
こ
れ
を
便
利
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
！
」と

講
師
が
力
説
す
る
と
、

会
場
か
ら
笑
い
が
漏
れ

た
。
そ
の
時
の
私
の
心

の
声
は
、こ
う
だ
。「
い

や
、
先
生
、
エ
ク
セ
ル

の
方
が
簡
単
で
す
よ
」。

恐
ら
く
、
出
席
者
の
多

く
が
同
じ
よ
う
に
感
じ

か
ら
こ
そ
の
笑
い
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

　
第
４
回
は「
Ｒ
入
門
」。

聞
き
慣
れ
な
い
Ｒ（
ア

ー
ル
）と
は
、
フ
リ
ー

の
多
機
能
統
計
分
析
ソ
フ
ト
の
こ
と
。
学

術
論
文
で
も
使
わ
れ
、
統
計
分
析
の
世
界

で
は
共
通
言
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
だ

そ
う
だ
。
今
回
は
こ
れ
を
使
っ
て
、
野
球

や
参
院
選
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
み
よ
う

と
い
う
試
み
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
複
数
の
条
件
を
与
え
た
計
算

も
早
い
し
、
グ
ラ
フ
の
出
力
も
一
瞬
で

「
な
る
ほ
ど
便
利
だ
ね
」と
思
え
る
。
だ

が
、
講
師
が
用
意
し
て
く
れ
た
テ
ス
ト
デ

ー
タ
を
使
い
、
講
師
の
説
明
通
り
に
操
作

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
て
、
お
膳
立

い
。
だ
か
ら
、
し
ま
い
に
は
思
っ
て
し
ま

う
。
や
っ
ぱ
り
エ
ク
セ
ル
の
方
が
簡
単
じ

ゃ
ん
、
と
。

　
だ
が
講
師
は
言
う
。「
エ
ク
セ
ル
の
方

が
簡
単
だ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

れ
は
扱
う
デ
ー
タ
が
小
さ
い
時
だ
」。
そ

う
、
時
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
時
代
。
１
万

行
以
上
も
あ
る
よ
う
な
巨
大
デ
ー
タ
を
前

に
エ
ク
セ
ル
で
は
歯
が
立
た
な
い
。
便
利

さ
を
ま
だ
実
感
で
き
な
い
の
は
、
扱
っ
て

い
る
デ
ー
タ
が
小
さ
い
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。

新
た
な
報
道
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
デ

ー
タ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
し
か
り
、
こ
れ

か
ら
は
膨
大
な
デ
ー
タ
を
素
材
に
し
て
、

そ
こ
か
ら「
何
か
」を
あ
ぶ
り
出
す
作
業
が

増
え
て
く
る
に
違
い
な
い
。
Ｒ
は
そ
ん
な

時
こ
そ
威
力
を
発
揮
す
る
。
な
る
ほ
ど
ね
。

　
さ
て
、
今
回
の
講
座
を
も
っ
て
必
須
Ｉ

Ｔ
講
座
の
基
本
の「
き
」は
学
び
終
え
た

ら
し
い
。
講
師
い
わ
く「
全
て
の
道
具
は

そ
ろ
っ
た
」そ
う
で
、
今
後
は
ど
う
生
か

す
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
正
直
、

身
に
付
い
た
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
答
え

は
否
だ
。
だ
が
、「
こ
ん
な
時
は
Ｒ
を
使

え
ば
」「
正
規
表
現
を
使
え
ば
で
き
た
よ
う

な
…
」と
い
う
よ
う
に
、
取
っ
掛
か
り
を

得
た
だ
け
で
も
十
分
な
成
果
と
い
え
よ

う
。
最
後
に
こ
の
場
を
借
り
て
講
師
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
神
奈
川
新
聞
社
デ
ジ
タ
ル
編
集
部

小
野
　
た
ま
み

７・19（火）講師：松波功・中日新聞電子編集部／出席：23人＋ネット視聴３人て
な
し
に
ゼ
ロ
か
ら
自
分
で

や
っ
て
み
ろ
と
言
わ
れ
る
と

途
端
に
自
信
が
な
く
な
る
。

関
数
も
頭
に
入
っ
て
い
な

■
会
議
報
告

⃝

第
３
７
５
回
会
報
委
員
会

（
７
・
11
　
大
会
議
室
）

　
７
月
号
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
後
、

８
月
号
、
９
月
号
の
編
集
を
協
議
し
た
。

２
０
１
５
年
３
月
号
ま
で
連
載
し
て
い
た

「
地
方
発
」ペ
ー
ジ
を
、
地
方
メ
デ
ィ
ア

に
寄
稿
し
て
も
ら
う
趣
旨
は
変
え
ず

「
新
・
列
島
報
告
」と
改
題
し
、
８
月
号

か
ら
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
ほ
か「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
レ
ス
」「
被
災

地
通
信
」の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
稲
沢
、
大
辻
、
吉

澤
、大
寺
、長
﨑
、藤
井
、藤
澤
の
各
委
員
。

⃝

第
４
６
５
回
企
画
委
員
会

（
７
・
15
　
10
階
Ｂ
ホ
ー
ル
）

　
新
委
員
の
石
川
徹
・
北
海
道
新
聞
東
京

編
集
局
長（
旧
・
加
藤
利
器
氏
）、
久
保

勇
人
・
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
編
集
局
長

（
旧
・
宇
留
間
和
基
氏
）、
袴
田
健
・
テ
レ

ビ
東
京
報
道
局
取
材
セ
ン
タ
ー
部
長

（
旧
・
堀
靖
彦
氏
）が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

６
月
21
日
の
参
院
選
党
首
討
論
会
を
振
り

返
り
、今
後
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
７
月
13
日
実
施
の
東
京
都
知

事
選
共
同
会
見
に
つ
い
て
の
報
告
、
今
後

の
シ
リ
ー
ズ
企
画
の
テ
ー
マ
や
ゲ
ス
ト
候

補
な
ど
を
検
討
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
恵
村
、
安
井
、
服

部
、
倉
重
、
坂
東
、
福
本
、
橋
本
、
鶴
原
、

脇
、
別
府
、
宮
田
、
榊
原
、
軽
部
、
石
川
、

山
本
、
瀬
口
、
久
保
、
島
田
、
山
﨑
、
小

栗
、
袴
田
、
梶
本
、
橋
場
の
各
委
員
。

⃝

第
４
６
７
回
会
員
資
格
委
員
会

（
７
・
21
　
小
会
議
室
）

　
８
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席
　
増
田
委
員
長
、
菊
池
、
石
田
、
新

堀
、
小
池
、
山
本
の
各
委
員
。

第4期記者ゼミ　今後の予定
　現役記者を対象にした記者ゼミ
は8月4日で前期の講座が終了しま
した。今後は下記のように予定し
ています。
★前期総復習集中セミナー
9・10（土）10：00 ～ 17：00 ／ 9階
会議室
（コマンドライン・GISの復習、野
球ビッグデータ・米大統領選の関
連データ利用例紹介、講師陣によ
る個人指導など。終了後懇親会〈会
費4000円〉あり）
★後期スケジュール（年内）
◎9・20（火）第7回「エクセル　さら
に活用術（上級）」
◎10・4（火）第8回「データ・フォー
マットを使い分ける」
◎10・18（火）第9回「スクレイピン
グ入門」
◎11・1（火）第10回「Javascript入門」
◎11・15（火）第11回「GoogleMap/
Leaflet入門」
◎12・6（火）第12回「Python入門」

　上記セミナー、ゼミに参加希望の方
は社名・氏名を明記のうえseminar@
jnpc.or.jpまでご連絡ください。
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参
院
選
　
世
論
調
査�

池
田

　健
夫（
共
同
通
信
社
）

試
行
錯
誤
の
新
有
権
者
把
握

　
　
合
区
が
課
題
あ
ぶ
り
出
す

　
今
回
の
参
院
選
で
は
、
70
年
ぶ
り
と
な

る
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
で
新
た
に
有

権
者
と
な
る
18
、
19
歳
の
意
識
を
ど
の
よ

う
に
探
る
か
。
共
同
通
信
だ
け
で
な
く
、

報
道
各
社
の
取
り
組
み
は
試
行
錯
誤
の
連

続
だ
っ
た
。
２
つ
の
県
で
１
つ
の
選
挙
区

を
構
成
す
る「
合
区
制
度
」は
世
論
調
査

や
選
挙
報
道
だ
け
で
な
く
、
参
院
選
の
選

挙
制
度
の
在
り
方
で
多
く
の
課
題
を
あ
ぶ

り
出
し
た
。

18
、
19
歳
の
意
識
調
査 

手
法
、
設
計
に
苦
慮

　
選
挙
権
年
齢
を
引
き
下
げ
る
公
選
法
改

正
は
、
参
院
選
の
ほ
ぼ
１
年
前
の
15
年
６

月
に
成
立
し
た
。
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ

が
具
体
的
な
政
治
日
程
に
上
っ
て
以
降
、

部
内
で
は
新
有
権
者
の
意
識
を
ど
の
よ
う

に
探
る
か
、
検
討
を
重
ね
て
い
た
。

　
新
有
権
者
の
全
有
権
者
に
占
め
る
割
合

は
２
％
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
対

象
者
は
高
校
生
、
大
学
生
だ
っ
た
り
、
社

会
人
だ
っ
た
り
し
て
、
一
網
打
尽
に
で
き

る
よ
う
な
場
が
な
い
。
全
国
的
に
こ
の
層

の
縮
図
と
な
る
よ
う
に
調
査
対
象
を
抽
出

す
る
に
は
、
通
常
行
っ
て
い
る
Ｒ
Ｄ
Ｄ

（
ラ
ン
ダ
ム
・
デ
ジ
ッ
ト
・
ダ
イ
ヤ
リ
ン
グ
）

法
に
よ
る
電
話
世
論
調
査
で
は
効
率
が
悪

す
ぎ
る
。

　
ま
ず
、
き
ち
ん
と
統
計
学
的
に
対
象
者

を
抽
出
し
た
世
論
調
査
が
必
要
と
判
断

し
、
全
国
60
地
点
か
ら
新
有
権
者
１
５
０

０
人
を
選
び
、
年
明
け
２
月
～
３
月
に
か

け
て
郵
送
法
に
よ
る
世
論
調
査
を
実
施
し

た
。
８
２
７
人
か
ら
回
答
を
得
て
、
調
査

結
果
は
５
月
５
日
付
朝
刊
用
出
稿
、
選
挙

権
を
得
た
こ
と
を
評
価
す
る
回
答
は
77
％

だ
っ
た
。

　
参
院
選
前
後
で
も
、
新
有
権
者
の
意
識

動
向
を
探
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
通
常

国
会
終
了
後
か
ら
公
示
前
２
回
、
選
挙
期

間
中
１
回
、
選
挙
後
１
回
の
計
４
回
、
ネ

ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。
全
国

的
に
こ
の
層
を
対
象
に
世
論
調
査
を
設
計

す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。

　
新
有
権
者
に
関
し
て
は
、
そ
の
投
票
先

に
つ
い
て
の
関
心
が
高
か
っ
た
。
た
だ
、

各
選
挙
区
単
位
の
サ
イ
ズ
の
小
さ
い
情
勢

調
査
で
、
18
、
19
歳
の
回
答
者
が
１
桁
前

後
し
か
期
待
で
き
な
い
調
査
か
ら
新
有
権

者
の
動
向
を
分
析
す
る
の
は
、
世
論
調
査

と
し
て
は
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
む
し
ろ
、
新
有
権
者
が
選
挙
に
あ
た
っ

て
何
を
重
視
し
て
い
る
か
な
ど
を
探
り
、

政
党
や
選
管
、
主
権
者
教
育
の
現
場
へ
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
重
視
し

た
。
そ
の
意
味
で
、「
政
党
が
若
い
人
に

分
か
り
や
す
く
政
策
を
訴
え
て
い
る
と
思

わ
な
い
」と
の
回
答
が
、
投
票
ま
で
一
貫

し
て
８
割
台
だ
っ
た
の
は
、残
念
だ
っ
た
。

選
挙
制
度
の
見
直
し 

格
差
是
正
に
多
様
な
民
意

　
も
う
１
つ
の
大
き
な
制
度
改
革
だ
っ
た

「
合
区
」に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
に
関
係

４
県
の
地
元
加
盟
社
と
合
同
で
電
話
世
論

調
査
を
実
施
し
た
。
合
区
制
度
へ
の
賛
否

を
み
る
と
、
反
対
が
65
・
８
％
で
、
賛
成

は
18
・
３
％
だ
っ
た
。

　
合
区
制
度
へ
の
否
定
的
な
見
解
は
、
当

該
４
県
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
共
同
通

信
と
加
盟
社
で
つ
く
る「
日
本
世
論
調
査

会
」が
昨
年
12
月
に
実
施
し
た
面
接
世
論

調
査
で
も
、
参
院
の
選
挙
制
度
の
将
来
像

と
し
て
、
合
区
に
よ
る「
１
票
の
格
差
」

是
正
策
を
挙
げ
た
の
は
20
％
に
と
ど
ま

り
、「
都
道
府
県
単
位
で
代
表
を
選
ぶ
こ

と
を
優
先
す
る
」37
％
、「
現
行
制
度
を

抜
本
的
に
見
直
す
」34
％
が
上
回
り
、
多

様
な
民
意
が
示
さ
れ
た
。

　
参
院
選
で
、
合
区
の
対
象
と
な
っ
た
高

知
と
徳
島
、
鳥
取
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の

最
低
投
票
率
を
更
新
し
た
こ
と
で
、
当
該

県
の
民
意
は
う
か
が
え
る
。

　
そ
も
そ
も
、
１
人
区
と
い
う「
小
選
挙

区
制
」と
、
複
数
人
区
と
い
う「
大
選
挙

区
制
」が
混
在
し
て
い
る
現
行
の
参
院
選

挙
制
度
は
、
選
挙
区
の
代
表
を
選
べ
る
数

に
差
が
あ
る
と
い
う
点
で
政
治
的
に
大
き

な
不
平
等
を
抱
え
て
い
る
欠
陥
制
度
だ
。

最
高
裁
判
決
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
行

制
度
を
維
持
し
た
ま
ま
格
差
を
是
正
す
る

の
は
不
可
能
で
あ
り
、
制
度
の
見
直
し
こ

そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　
今
後
も
、
時
の
課
題
と
向
き
合
い
、
適

切
な
調
査
手
段
を
選
択
し
、
恣
意
的
な
設

問
や
解
釈
を
排
す
る
こ
と
な
ど
に
留
意
し

な
が
ら
、
有
用
な
世
論
調
査
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

　
た
だ
、
世
論
調
査
は
あ
く
ま
で
も
脇
役

だ
。
ど
ん
な
に
精
度
を
上
げ
て
も
、
完
璧

な
国
民
の
縮
図
を
つ
く
れ
ず
、
扱
い
に
は

節
度
が
求
め
ら
れ
る
。
国
会
で
も
、
世
論

調
査
に
基
づ
い
た
質
疑
が
聞
か
れ
る
が
、

政
治
家
自
身
が
聞
い
た
有
権
者
の
声
や
本

人
の
信
念
に
基
づ
い
て
発
言
し
な
け
れ

ば
、
国
民
の
胸
に
は
響
か
な
い
だ
ろ
う
。

い
け
だ
・
た
け
お
▼
１
９
８
７
年
入
社
　
徳
島

支
局
　
生
活
報
道
部
　
政
治
部
な
ど
を
経
て
　

２
０
１
３
年
９
月
か
ら
総
合
選
挙
セ
ン
タ
ー
次

長

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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米
大
統
領
選
　
共
和
党
全
国
大
会�

國
枝

　す
み
れ（
毎
日
新
聞
社
）

喝
采
と
ブ
ー
イ
ン
グ
の
嵐

　
　
変
貌
の
瞬
間
を
目
撃
し
た
夜

　「
銃
声
か
!?
」。
報
道
陣
が
一
斉
に
音
の

し
た
方
向
に
向
か
っ
て
駆
け
出
し
た
。
実

際
は
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
た
音
だ
っ
た
。

　
米
中
西
部
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
で
７
月
18
～
21
日
に
開
か
れ
た
共
和
党

全
国
大
会
で
、
暴
言
で
知
ら
れ
る
実
業
家

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
候
補

に
正
式
指
名
さ
れ
る
た
め
、
会
場
周
辺
は

厳
戒
態
勢
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
に
抗
議

す
る
デ
モ
隊
が
押
し
か
け
て
支
持
派
と
衝

突
す
る
の
で
は
、
と
危
惧
さ
れ
て
い
た
か

ら
だ
。

　
し
か
し
、
ふ
た
を
開
け
れ
ば
、
デ
モ
隊

は
ト
ラ
ン
プ
支
持
派
、
反
対
派
と
も
に
数

百
人
し
か
集
ま
ら
ず
、
登
録
数
７
万
人
と

さ
れ
た
報
道
陣
、
５
５
０
０
人
の
警
官
の

ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
く
、
手
持
ち
ぶ
さ
た

の
記
者
が
会
場
近
く
の
広
場
に
集
ま
っ
た

抗
議
者
を
片
っ
端
か
ら
取
材
し
、
ト
ラ
ン

プ
氏
と
は
何
の
関
係
も
な
い
主
張
を
叫
ぶ

宗
教
団
体
を
警
官
が
取
り
囲
ん
で
守
る
、

と
い
う
滑
稽
な
状
況
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
一
方
、
党
大
会
の
会
場
と
な
っ
た
多
目

的
競
技
場
で
は
混
乱
が
続
い
た
。
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
10
分
ほ

ど
離
れ
て
い
た
の
で
、
競
技
場
の
客
席
に

ま
ぎ
れ
こ
む
こ
と
に
し
た
。

　
入
り
口
に
立
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
に

よ
っ
て
言
う
こ
と
が
違
う
の
で
、
席
か
ら

追
い
出
さ
れ
な
い
か
、
と
不
安
に
な
る
。

専
用
の
中
継
部
屋
が
あ
る
米
国
の
大
手
テ

レ
ビ
局
や
、
机
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
確

保
さ
れ
て
い
る
新
聞
社
が
う
ら
や
ま
し
い
。

「
ユ
タ
州
が
企
ん
で
る
」 

椅
子
に
上
が
る
し
か
な
い
！

　
競
技
場
は
円
形
だ
か
ら
ど
の
入
り
口
も

同
じ
に
見
え
る
。「
ス
テ
ー
ジ
を
時
計
の

０
時
と
す
る
と
、10
時
の
方
角
に
い
ま
す
」

と
、
携
帯
電
話
に
向
か
っ
て
怒
鳴
り
、
同

僚
に
自
分
の
位
置
を
知
ら
せ
る
。

　
各
州
の
代
議
員
が
投
票
す
る
19
日
、「
ユ

タ
州
が
何
か
企
ん
で
る
」と
の
情
報
が
入

っ
た
。
１
時
間
だ
け
フ
ロ
ア（
競
技
場
の

底
）に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ス
を

入
手
し
、人
を
か
き
分
け
た
ど
り
つ
く
と
、

ユ
タ
州
の
代
議
員
を
報
道
陣
が
取
り
囲
ん

で
い
た
。

　
輪
に
入
れ
な
い
写
真
記
者
ら
は
周
囲
の

椅
子
の
上
に
土
足
で
上
が
り
、
カ
メ
ラ
を

向
け
る
。
遠
慮
し
て
い
た
が
、
大
き
な
米

国
人
に
視
界
を
遮
ら
れ
て
は
仕
方
が
な

い
。
私
も
椅
子
に
上
が
る
。「
何
よ
、
こ

の
人
た
ち
は
！
　
座
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
」。

代
議
員
の
女
性
が
怒
っ
て
い
る
。当
然
だ
。

　
ユ
タ
州
は
全
員
の
票
を
、
ト
ラ
ン
プ
氏

で
は
な
く
、
最
後
ま
で
指
名
を
争
っ
た
テ

ッ
ド
・
ク
ル
ー
ズ
上
院
議
員
に
投
じ
て
喝

采
を
浴
び
た
。
怒
っ
て
い
た
代
議
員
も
携

帯
電
話
で
撮
影
し
て
い
た
。

ト
ラ
ン
プ
支
持
・
不
支
持 

「
終
わ
り
」は
ど
っ
ち
？

　
面
白
か
っ
た
の
は
、
代
議
員
と
一
般
党

員
の
認
識
の
落
差
だ
。代
議
員
の
中
に
は
、

従
来
の
共
和
党
の
政
策
と
全
く
違
う
こ
と

を
言
う
ト
ラ
ン
プ
氏
を
指
名
す
る
こ
と
は

「
共
和
党
の
終
わ
り
だ
」と
強
く
信
じ
る

者
も
い
た
。
し
か
し
、
会
場
の
客
席
を
埋

め
た
一
般
党
員
に
と
っ
て
は
、
ト
ラ
ン
プ

氏
を
支
持
し
な
い
共
和
党
こ
そ「
終
わ

り
」だ
っ
た
。

　
党
員
は
ト
ラ
ン
プ
氏
を
支
持
し
な
か
っ

た
ク
ル
ー
ズ
氏
に
ブ
ー
イ
ン
グ
を
浴
び
せ

た
。
隣
に
い
た
女
性
は「
彼
の
政
治
生
命

は
終
わ
り
だ
」と
激
怒
し
て
い
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
が
指
名
受
諾
演
説
を
す
る

最
終
日
、会
場
は
や
っ
と
満
席
に
な
っ
た
。

「
米
国
を
再
び
偉
大
な
国
に
」「
米
国
を
再

び
安
全
に
」「
米
国
第
一
主
義
」。
地
鳴
り

の
よ
う
に
沸
き
起
こ
る「
壁
を
作
れ
」の

大
合
唱
。

　
何
も
聞
こ
え
な
い
。
混
み
合
う
観
客
席

か
ら
脱
出
で
き
な
く
な
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
膝
に
置
き
、
床
に
ノ
ー
ト
を
開

い
て
記
事
を
書
き
始
め
る
が
、
冷
房
で
冷

え
切
っ
た
手
の
指
が
う
ま
く
動
か
な
い
。

さ
ん
ざ
ん
な
夜
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
楽
し
か
っ
た
。
確
信
し
た
か

ら
だ
。11
月
の
選
挙
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
夜
は
分
水
嶺
に
な
る
。
共
和
党
が
変

貌
し
始
め
た
そ
の
瞬
間
を
目
撃
で
き
た
喜

び
が
ひ
た
ひ
た
と
押
し
寄
せ
て
き
た
。

く
に
え
だ
・
す
み
れ
▼
１
９
９
１
年
入
社
　
メ

キ
シ
コ
　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
駐
在
な
ど
を
経
て
　

16
年
４
月
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
長

共和党全国大会で、ユタ州の代議員を取り囲む報道陣（米
中西部オハイオ州クリーブランド／７月22日／筆者撮影）
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が
た
つ
。
葛
尾
村
か
ら
30
キ
ロ
ほ
ど
西
の

三
春
町
に
あ
る
仮
設
住
宅
で
は
、
避
難
指

示
解
除
前
後
で
住
民
の
動
き
に
大
き
な
変

化
は
見
ら
れ
な
い
。

　
住
民
か
ら
は「（
葛
尾
村
に
あ
る
）古
い

家
が
壊
さ
れ
な
い
と
住
む
家
が
建
て
ら
れ

な
い
」「
買
い
物
が
で
き
る
場
所
や
医
療
機

関
が
な
い
」と
い
っ
た
復
旧
の
遅
れ
を
指

摘
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。「
息
子
や
孫
が

帰
ら
な
い
」「
通
っ
て
い
る
病
院
が
近
く
に

あ
る
」な
ど
現
在
の
生
活
環
境
か
ら
離
れ

ら
れ
な
い
実
情
を
訴
え
る
人
も
い
る
。「
早

く
古
里
で
暮
ら
し
た
い
」と
解
除
後
す
ぐ

に
帰
還
し
た
人
も
い
る
が
、
そ
れ
は
全
体

か
ら
見
れ
ば
少
人
数
だ
。

■
商
店
は
？
　
診
療
所
は
？ 

　
遅
れ
る
住
環
境
の
整
備

　
政
府
の
避
難
指
示
解
除
の
要
件
は
①
年

間
積
算
線
量
が
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下

ま
い
や
・
り
ょ
う
へ
い
▼
２
０
０
９
年
入
社
　

社
会
部
　
須
賀
川
支
社
な
ど
経
て
　
15
年
か

ら
田
村
支
局
長

被災地通信�　福島県葛尾村

避難指示解除から2カ月
強制避難から新しい村づくりへ

米谷　量平（福島民報社）

避難指示解除に合わせて催された「かつらお復興
祭」で会話を楽しむ村民（葛尾村／６月12日／筆者撮影）

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
で
全
村

避
難
し
て
い
た
福
島
県
葛か

つ
ら

尾お

村
は
６
月
12

日
、
避
難
区
域
の
う
ち
帰
還
困
難
区
域
を

除
く
居
住
制
限
、
避
難
指
示
解
除
準
備
の

両
区
域
が
一
括
解
除
さ
れ
た
。
人
口
は
１

５
０
０
人
弱
。
避
難
市
町
村
で
最
も
人
口

が
少
な
い
村
だ
。
避
難
区
域
解
除
か
ら
２

週
間
余
が
過
ぎ
た
６
月
30
日
現
在
、
村
内

で
生
活
を
始
め
た
住
民
は
61
人
。
対
象
人

口
１
３
４
８
人
の
４
・
５
％
に
当
た
る
。

住
民
へ
の
取
材
を
続
け
る
と
帰
還
の
難
し

さ
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　「
ま
だ
戻
ら
な
い
よ
。
仮
設（
住
宅
）が

あ
る
う
ち
は
動
か
な
い
よ
」。
２
区
域
の

避
難
指
示
解
除
か
ら
、
も
う
す
ぐ
２
カ
月

②
日
常
生
活
に
必
須
な
イ
ン
フ
ラ
や
生
活

関
連
サ
ー
ビ
ス
が
お
お
む
ね
整
っ
て
い
る

③
県
、
市
町
村
、
住
民
と
の
十
分
な
協
議

―
の
３
点
。
こ
の
う
ち
②
に
含
ま
れ
る
は

ず
の
住
環
境
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
。

　
葛
尾
村
内
で
環
境
省
が
行
う
被
災
家
屋

解
体
に
申
請
し
た
３
５
７
件
中
、
解
除
前

に
完
了
し
た
の
は
49
件
。
政
府
は
解
除
段

階
で
も
申
請
の
２
割
に
達
し
て
い
な
い
解

体
率
に
つ
い
て「
帰
れ
る
人
か
ら
帰
る
た

め
」と
説
明
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
住

民
か
ら
は「
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
い

る
の
に
古
い
家
が
解
体
さ
れ
て
い
な
い
の

は
対
応
が
遅
い
」と
不
満
が
漏
れ
る
。

　
村
内
に
は
食
料
品
な
ど
を
扱
う
商
店
や

診
療
所
も
な
い
。
買
い
物
環
境
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
他
地
域
で
は
行
政
主
導
で
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
商
業
施
設
を
整

備
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
人

口
規
模
が
小
さ
な
葛
尾
村
は
地
元
業
者
が

淘
汰
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
医
療
機
関

も
震
災
前
は
村
営
の
診
療
所
が
１
つ
あ
っ

た
だ
け
。
今
後
の
行
政
規
模
を
考
慮
す
る

と
、
村
で
は
手
を
打
ち
に
く
い
と
い
う
。

■
５
年
超
の
避
難
生
活 

　
帰
還
に
踏
み
切
れ
な
い
現
実
も

　
葛
尾
村
は
原
発
事
故
に
よ
り
強
制
的
に

古
里
を
追
わ
れ
た
。
２
０
１
１（
平
成
23
）

年
３
月
14
日
夜
に
避
難
を
開
始
。
福
島
市

か
ら
会
津
坂
下
町
に
移
り
、
同
年
６
月
、

三
春
町
に
村
役
場
三
春
出
張
所
を
設
け
て

よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
。
度
重
な
る
移
動

に
よ
り
、
一
つ
屋
根
の
下
で
生
活
し
て
い

た
三
世
代
家
族
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
ケ

ー
ス
も
あ
る
。
避
難
生
活
が
５
年
以
上
経

過
し
、
現
在
の
小
学
生
は
古
里
の
校
舎
を

知
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
新
た
な
生
活
環
境
に
順
応
し
た
。
帰
還

に
は
５
年
の
う
ち
に
染
み
付
い
た
避
難
先

で
の
生
活
を
再
び
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

郷
土
愛
か
生
活
環
境
か
。
帰
還
は
住
民
一

人
一
人
の
価
値
観
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
報
道
で「
帰
還
率
」と
い
う
言
葉
を
耳

に
す
る
。
報
道
さ
れ
る
帰
還
率
は
事
故
当

時
で
は
な
く
、
現
在
の
住
民
登
録
者
数
の

う
ち
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
で
生

活
し
て
い
る
人
の
割
合
だ
。
避
難
住
民
の

帰
還
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
移
住
者
も

帰
還
率
を
高
め
る
要
因
に
な
る
。

　
葛
尾
村
で
生
活
を
始
め
た
61
人
の
う
ち

５
人
は
新
た
な
移
住
者
だ
。
震
災
直
前
に

首
都
圏
か
ら
移
り
住
み
、
今
年
３
月
末
に

カ
フ
ェ
を
開
業
し
た
夫
婦
も
い
る
。「
日

山
や
五
十
人
山
な
ど
自
然
豊
か
な
風
景
が

好
き
」「『
何
も
な
い
』が
あ
る
」な
ど
感
じ

る
魅
力
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。「
帰
還
＝
昔
に

戻
す
」で
は
な
く
、
葛
尾
を
住
み
た
い
場

所
に
す
る
こ
と
が
再
生
の
一
歩
と
な
る
。

東日本大震災から5年5カ月� 被災地はい ま
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鹿児島県知事選で当確を喜ぶ三反園氏（南日本新聞社提供）

鹿 児島発 地元メディアの視点から

　
７
月
10
日
投
開
票
の
鹿
児
島
県
知
事
選

で
新
人
の
元
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
三み

反た

園ぞ
の

訓さ
と
し

氏（
58
）が
、
４
選
を
め
ざ

し
た
現
職
伊
藤
祐
一
郎
氏（
68
）と
の
一

騎
打
ち
を
制
し
た
。
選
挙
戦
の
取
材
を
通

し
て
、
こ
の
結
果
は
、
三
反
園
氏
が
選
ば

れ
た
と
い
う
よ
り
、
伊
藤
氏
を
選
び
た
く

な
い
と
い
う
有
権
者
の
意
思
表
示
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
て
い
る
。

■
高
ま
っ
て
い
た
現
職
批
判

　
元
総
務
官
僚
の
伊
藤
氏
は
２
０
０
４
年

に
初
当
選
し
、
就
任
時
４
５
１
億
円
あ
っ

た
財
源
不
足
を
11
年
度
か
ら
解
消
す
る
な

ど
安
定
し
た
県
政
運
営
を
展
開
。
選
挙
も

４
人
の
保
守
分
裂
選
と
な
っ
た
04
年
こ
そ

辛
勝
だ
っ
た
が
、一
騎
打
ち
と
な
っ
た
２
、

３
期
目
は
、
今
回
と
同
様
に
自
民
党
県
連

や
推
薦
団
体
の
支
援
を
受
け
、
組
織
力
に

も
の
を
い
わ
せ
て
楽
々
と
当
選
し
た
。

　
た
だ
、
３
期
目
に
入
り
県
民
の
批
判
が

高
ま
る
。
大
型
事
業
の
内
容
を
唐
突
に
変

更
し
た
り
、
上
海
―
鹿
児
島
間
の
定
期
航

空
路
線
維
持
の
た
め
と
は
い
え
、
県
職
員

千
人
を
全
額
税
金
で
上
海
に
派
遣
す
る
計

画
を
打
ち
出
し
た
り
し
て
、「
説
明
不
足
」

「
税
金
の
無
駄
遣
い
」と
い
っ
た
批
判
を

受
け
、
解
職
請
求（
リ
コ
ー
ル
）運
動
に

ま
で
発
展
し
た
。
女
性
蔑
視
と
取
れ
る
発

言
で
物
議
を
醸
し
た
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら

に
自
身
に
対
す
る
報
道
へ
の
不
満
か
ら
か

取
材
拒
否
が
増
え
、
説
明
責
任
を
果
た
さ

な
い
姿
勢
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
た
。

　
鹿
児
島
県
で
は
、
伊
藤
氏
を
除
く
公
選

制
後
の
知
事
６
人
は
い
ず
れ
も
３
期
ま
で

に
勇
退
し
、
４
選
に
挑
む
の
は
伊
藤
氏
が

初
め
て
だ
っ
た
。
だ
が
、
本
人
へ
の
反
発

を
含
む
多
選
批
判
を
深
刻
に
受
け
止
め

ず
、
楽
観
視
し
て
い
た
節
が
あ
る
。
結
果

は
８
万
４
千
票
差
の
完
敗
。
あ
る
自
民
党

関
係
者
は「
好
感
度
の
低
さ
が
全
て
だ
っ

た
」と
言
い
切
っ
た
。

■「
４
選
阻
止
」の
一
点
突
破

　
今
回
は
３
期
12
年
の
伊
藤
県
政
を
有
権

者
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
継
続
と
刷
新

の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
が
焦
点
だ
っ
た
。
南

日
本
新
聞
は
多
選
問
題
や
理
想
の
知
事
像

を
考
え
る
連
載
の
ほ
か
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

（
政
策
綱
領
）の
比
較
、
政
治
信
条
や
人
柄

を
伝
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
記
事
を
掲
載
し
た
。
た
だ
、
正
直
言
っ

て
、
当
初
は
盛
り
上
が
る
選
挙
に
な
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
対
抗
馬
の
三
反
園
氏

が
力
不
足
と
み
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
三
反
園
氏
は
、
伊
藤
氏
の
４
選
出
馬
表

明
か
ら
約
１
カ
月
後
の
15
年
12
月
末
、
立

候
補
を
表
明
し
た
。
テ
レ
ビ
局
の
政
治
記

者
と
し
て
一
定
の
知
名
度
は
あ
っ
た
も
の

の
、
組
織
は
な
く
、
草
の
根
の
活
動
は
見

え
づ
ら
か
っ
た
。
し
か
し
、「
４
選
阻
止
」

の
一
点
に
絞
っ
て
訴
え
、
保
守
・
革
新
を

問
わ
ず
伊
藤
氏
の
批
判
票
を
掘
り
起
こ

し
、
次
第
に
存
在
感
を
増
し
た
。

　
熊
本
地
震
後
、
停
止
を
求
め
る
声
が
強

ま
る
川
内
原
発（
薩
摩
川
内
市
）運
転
継

続
の
是
非
に
は「
停
止
し
て
点
検
す
べ
き

だ
」と
訴
え
、「
停
止
の
必
要
は
な
い
」と

す
る
伊
藤
氏
と
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
っ

た
。
告
示
直
前
に
は
、
ほ
か
に
出
馬
表
明

し
て
い
た
反
原
発
団
体
メ
ン
バ
ー
と
の
候

補
一
本
化
も
果
た
し
、
勢
い
に
乗
っ
た
。

多
選
に
は
、「
問
題
な
し
」と
す
る
伊
藤

氏
に
対
し「
弊
害
が
あ
る
。
自
分
は
３
期

ま
で
」と
主
張
し
た
。
陣
営
関
係
者
は
、

伊
藤
氏
と
の
違
い
を
明
確
に
し
た
こ
と
で

「
伊
藤
県
政
よ
り
は
ま
し
」と
い
う〝
弱
い

支
持
〟が
増
え
た
と
み
る
。

　
投
票
率
は
56
・
77
％
で
、
前
回
12
年
を

12
・
92
㌽
上
回
っ
た
。
参
院
選
と
の
同
日

選
効
果
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
盛
り
上
が
っ

た
知
事
選
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

　
た
だ
、
行
政
経
験
の
な
い
三
反
園
氏
の

公
約
は
、
財
源
や
工
程
を
示
し
て
い
な
い

も
の
が
多
く
、
実
現
可
能
性
を
疑
問
視
す

る
声
は
少
な
く
な
い
。
民
意
は
一
枚
岩
で

は
な
く
、
失
望
さ
せ
る
と
一
気
に
離
れ
、

県
政
に
混
乱
が
生
じ
か
ね
な
い
。
多
難
な

船
出
と
な
る
三
反
園
県
政
を
、
厳
し
く
み

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

こ
ば
・
し
ろ
う
▼
２
０
０
５
年
入
社
　
地
域

報
道
部
　
社
会
部
な
ど
を
経
て
　
14
年
か
ら

報
道
部

木場　志郎
（南日本新聞社）

新・列島報告❶　鹿児島県知事選

「敵失」で誕生
多難な船出の三反園県政
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しばた・てつじ
1935年生まれ　59年朝日新聞社
入社　科学部長　社会部長　出
版局長　論説主幹代理などを経
て　朝日カルチャーセンター社
長　国際基督教大学客員教授な
どを歴任
著書に『科学事件』『新聞記者と
いう仕事』『国境なき大陸、南極』
『原子力報道』など多数

書いた話　書かなかった 話

　
日
本
の
科
学
報
道
は「
産
み
の
親
が
原
子

力
、
育
て
の
親
が
宇
宙
開
発
だ
」と
い
わ
れ

て
い
る
。
確
か
に
１
９
５
７
年
の
ソ
連
の
人

工
衛
星
、
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
１
号
の
打
ち
上
げ

か
ら
始
ま
っ
た
米
ソ
の
華
麗
な
宇
宙
開
発
競

争
は
、
科
学
技
術
の
発
展
を
人
々
に
強
く
印

象
づ
け
る
と
同
時
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る

科
学
報
道
の
重
要
性
を
確
固
不
動
の
も
の
と

し
た
。

　
そ
の
宇
宙
開
発
の
頂
点
と
も
い
う
べ
き
ニ

ュ
ー
ス
が
69
年
の
ア
ポ
ロ
の
月
着
陸
で
あ

る
。
今
か
ら
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
20
世
紀

最
大
の
科
学
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　
朝
日
新
聞
社
で
は
、「
他
の
天
体
に
ま
で

人
間
を
送
り
込
む
よ
う
な
技
術
を
米
国
は
ど

う
や
っ
て
達
成
し
た
の
か
。
そ
の
秘
密
を
探

れ
」と
い
う
社
命
の
下
、
疋
田
桂
一
郎
記
者

を
キ
ャ
ッ
プ
と
す
る
記
者
４
人
と
カ
メ
ラ
マ

ン
１
人
の
取
材
班
を
４
カ
月
前
か
ら
米
国
に

送
り
込
ん
だ
。

青
い
中
の
写
真
を

小
さ
く
置
く
？

ア
ポ
ロ
の
月
着
陸

　
意
外
に
も
環
境
問
題
に
火
を
つ
け
た
！

�

柴
田

　鉄
治

　
私
は
そ
の
取
材
班
の
１
人
と
し
て
、
全
米

各
地
を
３
カ
月
に
わ
た
っ
て
走
り
回
っ
た
。

な
に
し
ろ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
施
設
だ
け
で
も
ワ
シ

ン
ト
ン
の
本
部
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
統
括
す
る
ハ

ン
ツ
ビ
ル
の
マ
ー
シ
ャ
ル
宇
宙
セ
ン
タ
ー
、

打
ち
上
げ
場
の
あ
る
フ
ロ
リ
ダ
の
ケ
ネ
デ
ィ

宇
宙
飛
行
セ
ン
タ
ー
、
宇
宙
飛
行
を
管
制
す

る
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
有
人
宇
宙
飛
行
セ
ン
タ

ー
と
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

　
宇
宙
船
や
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
造
企
業
は
約
２

万
社
、
関
係
す
る
大
学
や
研
究
所
は
約
２
０

０
、
総
経
費
８
兆
円
と
い
う
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
。
私
は
、
主
と
し
て
ロ
ケ
ッ

ト
や
宇
宙
船
の
下
請
け
・
孫
請
け
工
場
な
ど

を
担
当
し
た
が
、
取
材
を
終
え
て
集
ま
っ
た

取
材
班
の
結
論
は
、「
こ
れ
だ
！
と
い
っ
た

『
技
術
突
破
』は
何
も
な
い
。
強
い
て
挙
げ

れ
ば
、
不
良
品
は
通
さ
な
い
品
質
管
理
の
技

術
を
徹
底
し
た
こ
と
だ
ろ
う
」と
な
っ
た
。

　
ど
ん
な
小
さ
な
下
請
け
・
孫
請
け
工
場
へ

行
っ
て
も
、
こ
ん
な
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ

っ
た
。「
月
ロ
ケ
ッ
ト
は
５
６
０
万
個
の
部

品
か
ら
で
き
て
い
る
。
も
し
信
頼
性
が
99
・

９
％
な
ら
、
な
お
５
６
０
０
個
の
不
良
品
が

残
る
」と
。
人
間
を
月
に
送
り
込
む
に
は
信

頼
性
が
99
・
９
９
９
９
９
９
％
く
ら
い
で
な

い
と
ダ
メ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
ど
こ
の
企
業
へ
行
っ
て
も
品

質
管
理
の
部
門
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

て
、
チ
ェ
ッ
ク
、
チ
ェ
ッ
ク
、
ま
た
チ
ェ
ッ

ク
で
あ
る
。

　
宇
宙
に
消
え
た
ア
ポ
ロ
６
号
の
事
故
原
因

を
、
地
上
に
残
さ
れ
た
製
造
工
程
の
詳
細
な

デ
ー
タ
か
ら
突
き
止
め
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー

を
軸
に
、
そ
ん
な
品
質
管
理
の
話
を「
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
―
―
米
航
空
宇
宙
局
」と
い
う
17
回
の

連
載
記
事
に
ま
と
め
た
が
、
そ
の
取
材
を
通

じ
て
私
は
ふ
と
、
米
国
社
会
の
特
徴
を
見
た

よ
う
に
思
っ
た
。

　
ア
ポ
ロ
の
よ
う
な
国
家
威
信
を
か
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
、
日
本
な
ら
さ
し
ず
め

製
造
工
程
の
末
端
に
ま
で
名
人
芸
の
持
ち
主

を
え
り
す
ぐ
っ
て
、
万
全
を
期
す
に
違
い
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
米
国
で
は
誰
に
で
も
や
ら

せ
る
代
わ
り
に
、
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

敷
い
て
、
不
良
品
を
は
じ
き
出
す
。
そ
の
底

に
流
れ
て
い
る
思
想
は
、
人
間
は
誰
で
も
間

違
い
を
犯
す
も
の
だ
、
だ
か
ら
、
間
違
わ
な

い
よ
う
に
す
る
よ
り
、
間
違
い
を
見
つ
け
出

す
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
ほ
う
が
大
事
だ
、

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

◆「
小
さ
な
青
い
地
球
像
」の
衝
撃

　
７
月
20
日
、
世
界
中
か
ら
約
３
０
０
０
人

の
記
者
団
が
詰
め
か
け
た
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の

有
人
宇
宙
飛
行
セ
ン
タ
ー
の
記
者
室
の
大
き

な
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
月
か
ら
の
映
像
が
映
し

出
さ
れ
た
。
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
の
第

一
歩
は「
左
足
か
ら
」と
決
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
第
一
歩
と
と
も
に
何
か
し
ゃ
べ
っ
た

が
、
そ
の
内
容
は
米
国
人
の
助
手
た
ち
に
も

分
か
ら
ず
、
あ
と
で
東
京
本
社
か
ら
聞
い
て

記
事
に
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
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書 いた話　書かなかった話

　「
こ
の
一
歩
は
小
さ
い
が
、
人
類
に
と
っ

て
は
偉
大
な
前
進
だ
」と
い
う
月
か
ら
の
第

一
声
は
、
事
前
に
用
意
し
て
い
た
も
の
の
よ

う
で
、
妙
に
理
屈
っ
ぽ
く
、
初
め
て
月
を
踏

ん
だ
驚
き
や
感
動
と
い
っ
た
、
胸
に
ず
し
ん

と
く
る
も
の
が
な
か
っ
た
。

　
私
は
そ
の
前
年
の
68
年
、
南
極
点
に
立
っ

て
昭
和
基
地
か
ら
の
極
点
旅
行
隊
を
取
材
し

た
。
ア
ム
ン
ゼ
ン
と
ス
コ
ッ
ト
の
南
極
点
一

番
乗
り
競
争
か
ら
57
年
、
ア
ム
ン
ゼ
ン
に
敗

れ
た
ス
コ
ッ
ト
隊
が
帰
途
に
全
滅
し
た
悲
劇

は
、
ど
こ
で
遭
難
し
た
の
か
も
翌
年
ま
で
分

か
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
半

世
紀
余
り
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
に
、「
月

へ
の
一
番
乗
り
」は
現
場
か
ら
テ
レ
ビ
で
生

中
継
さ
れ
る
世
の
中
な
の
で
あ
る
。

　
未
知
の
土
地
に
一
番
乗
り
を
す
る
と
い
う

同
じ
探
検
で
も
こ
ん
な
に
も
違
う
も
の
か

と
、
そ
ん
な
感
慨
を
秘
か
に
胸
に
抱
き
な
が

ら
、
興
奮
の
る
つ
ぼ
と
化
し
た
記
者
室
の
様

子
を
、
本
社
と
つ
な
ぎ
っ
ぱ
な
し
の
電
話
で

「
勧
進
帳
」で
送
り
込
ん
だ
こ
と
を
思
い
出

す
。

　
人
類
が
地
球
以
外
の
天
体
に
一
歩
を
し
る

し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
文
明
史
上
の
一
大
壮

挙
で
あ
り
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
新
た
な
地
平

を
開
く
に
違
い
な
い
、
と
取
材
班
は
終
わ
っ

た
後
、
そ
う
総
括
し
た
。

　
そ
の
新
た
な
地
平
は
、
意
外
や
意
外
、
全

て
が
終
わ
っ
て
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
静
か

に
現
れ
た
。

　
環
境
問
題
に
火
が
つ
き
、
あ
っ
と
い
う
間

に
世
界
中
に
燃
え
広
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
環
境
問
題
は
ア
ポ
ロ
の
前
か
ら
あ
っ
た
。

日
本
で
も
水
俣
病
や
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
な

ど
、ひ
ど
い
公
害
が
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
。

「
環
境
問
題
は
ア
ポ
ロ
と
は
関
係
な
い
。
公

害
が
ひ
ど
く
な
っ
て
限
界
を
超
え
た
だ
け

だ
」と
言
う
人
も
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
世

界
中
で
一
斉
に
燃
え
広
が
っ
た
こ
と
や
、
一

気
に
地
球
環
境
の
危
機
に
ま
で
関
心
が
広
が

っ
た
説
明
が
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
や
は
り
、
宇
宙
飛
行
士
が
月
か
ら
見
た

「
宇
宙
に
浮
か
ぶ
、
あ
の
小
さ
な
、
青
い
地

球
像
」が
、
科
学
技
術
の
発
展
を
放
置
し
た

ら
こ
の
地
球
環
境
が
も
た
な
い
、
と
気
づ
か

せ
て
く
れ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
　

　
と
に
か
く
、日
本
で
も
70
年
と
い
う
年
は
、

政
治
か
ら
経
済
、
学
生
運
動
に
至
る
ま
で
環

境
問
題
が〝
主
役
〟に
躍
り
出
て
、
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
も
公
害
や
環
境
問
題
一
色
だ
っ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
政
府
が
環
境

庁（
現
・
環
境
省
）の
設
置
を
決
め
た
の
も

こ
の
年
だ
。

　
科
学
技
術
は
、
経
済
発
展
の
源
泉
だ
と
い

わ
れ
て
い
た
の
が
、
一
転
、
地
球
環
境
を
破

壊
す
る
元
凶
だ
、と
な
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
、

「
科
学
技
術
の
進
歩
は
人
間
を
幸
せ
に
す
る

と
は
限
ら
な
い
」と
い
う
当
然
の
こ
と
に
、

人
類
は
皮
肉
に
も
、
科
学
技
術
の
頂
点
と
も

言
う
べ
き
ア
ポ
ロ
の
月
着
陸
に
よ
っ
て
気
づ

か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

◆
ア
ポ
ロ
の
余
話
、２
題

　
ア
ポ
ロ
と
は
関
係
な
い
が
、
そ
の
後
の
余

話
を
２
つ
、
紹
介
し
よ
う
。

　
１
つ
は
、
ア
ポ
ロ
の
月
着
陸
か
ら
30
余
年

が
過
ぎ
、
私
が
新
聞
社
を
退
社
し
て
大
学
で

「
科
学
技
術
と
社
会
」と
い
う
講
義
を
持
っ

て
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
ポ
ロ
の
月

着
陸
と
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
地
球
環
境
問
題

に
つ
い
て
、
前
記
の
よ
う
な
体
験
談
を
話
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
学
生
の
手
が
あ
が
り「
先

生
！
　
ア
ポ
ロ
は
本
当
に
月
へ
行
っ
た
の
で

す
か
？
」と
質
問
さ
れ
て
、
私
は
仰
天
し
た
。

　「
だ
っ
て
、
月
か
ら
生
中
継
さ
れ
た
映
像

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
」と
言
う
と
、
学
生
は

「
映
像
な
ん
て
簡
単
に
捏
造
で
き
ま
す
か
ら
」

と
言
う
の
で
あ
る
。

　
あ
と
で
調
べ
て
み
た
ら
２
０
０
１
年
に
米

国
の
Ｆ
Ｏ
Ｘ
テ
レ
ビ
が
制
作
し
た「
陰
謀

説
、
本
当
に
人
類
は
月
面
に
降
り
立
っ
た
の

か
？
」と
い
う
番
組
を
、
日
本
で
も
テ
レ
ビ

朝
日
が
放
映
し
、
学
生
は
そ
れ
を
見
て
疑
問

を
抱
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
内
容
は
、
月

面
で
の
宇
宙
飛
行
士
の
映
像
を
示
し
て
、
空

気
の
な
い
月
面
で
旗
が
風
に
な
び
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
こ
と
や
、
影
の
で
き
方
が
不

自
然
な
こ
と
を
指
摘
し
て
、
月
で
は
な
く
地

上
の
砂
漠
で
ロ
ケ
を
し
た
う
え
、
ス
ロ
ー
モ

ー
シ
ョ
ン
で
放
映
し
た
も
の
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。

　
米
国
で
は
、
こ
の
番
組
で
国
民
の
20
％
が

月
着
陸
を
信
じ
て
い
な
い
と
報
じ
ら
れ
、
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
が
あ
わ
て
て「
行
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
」と
言
明
し
た
と
い
う
話
ま
で
あ
っ

た
そ
う
で
あ
る
。

　
も
う
１
つ
の
余
話
は
、本
当
の
話
で
あ
る
。

私
が
ア
ポ
ロ
取
材
か
ら
日
本
に
帰
国
し
た
と

き
、
日
本
は
欠
陥
車
騒
動
の
真
っ
最
中
だ
っ

た
。
ト
ヨ
タ
の
コ
ロ
ナ
、
日
産
の
ブ
ル
ー
バ

ー
ド
に
米
国
で
欠
陥
が
見
つ
か
り
、
こ
っ
そ

り
修
理
し
て
い
る
の
は
ず
る
い
と
い
う
米
紙

の
報
道
を
き
っ
か
け
に
、「
欠
陥
な
ぜ
隠
す
」

と
朝
日
新
聞
が
報
じ
た
こ
と
が
、
そ
の
騒
ぎ

の
発
端
だ
っ
た
。

　
折
か
ら
日
本
で
も
庶
民
が
車
を
持
て
る
マ

イ
カ
ー
時
代
の
は
し
り
で
、
車
へ
の
関
心
が

極
め
て
高
く
、
ト
ヨ
タ
、
日
産
だ
け
で
な
く
、

ホ
ン
ダ
も
ス
バ
ル
も
三
菱
も
と
、
欠
陥
を
訴

え
る
情
報
が
各
新
聞
社
に
殺
到
し
、
来
る
日

も
来
る
日
も
欠
陥
車
の
記
事
が
載
ら
な
い
日

は
な
い
よ
う
な
状
況
が
続
い
た
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
新
聞
の
大
ス
ポ
ン

サ
ー
で
あ
る
。「
日
本
の
新
聞
は
日
本
の
自

動
車
産
業
を
つ
ぶ
す
気
か
」と
ね
じ
込
ん
で

き
た
が
、
新
聞
社
の
ほ
う
も「
車
に
欠
陥
が

あ
れ
ば
、
走
る
凶
器
だ
」と
一
歩
も
引
か
ず
、

欠
陥
車
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
続
け
た
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
た
ち
は
、
ど

う
し
た
ら
欠
陥
車
を
な
く
せ
る
か
、
と
必
死

に
研
究
し
た
結
果
、
私
た
ち
ア
ポ
ロ
取
材
班

が
連
載「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
」で
指
摘
し
た
宇
宙
・

航
空
産
業
の
品
質
管
理
の
技
術
を
、
米
国
の

自
動
車
業
界
よ
り
一
歩
早
く
導
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
気
に
品
質
を
高
め
る
こ
と
に

成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
新
聞
が
日
本
の
車
を
世
界
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
押
し
上
げ
た
と
言
っ
た
ら
傲
慢

に
過
ぎ
よ
う
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
が
有
効
に
働
い
た
１
つ
の
実
証
例
だ
と
は

い
え
よ
う
。
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■
世
界
最
古
の
日
本
国
憲
法

三
山
　
秀
昭
（
広
島
テ
レ
ビ
放
送
社
長
）

■
時
代
観
照
　
福
島
・
沖
縄
そ
し
て
戦
後

70
年
へ

池
田
　
龍
夫
（
毎
日
新
聞
出
身
）

■
テ
レ
ビ
は
男
子
一
生
の
仕
事
　
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ス
ト
牛
山
純
一

鈴
木
　
嘉
一
（
読
売
新
聞
出
身
）

■
大
学
入
試
改
革
　
海
外
と
日
本
の
現
場

か
ら（
読
売
新
聞
教
育
部
著
）

古
沢
由
紀
子
（
読
売
新
聞
東
京
本
社
教
育
部
長
）

オ
バ
マ
の
歴
史
的
広
島
訪
問
の
渦
中
で
　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
手
嶋
龍
一
氏
や
作
家
の
門
田

隆
将
氏
が「
オ
バ
マ
を
広
島
に
招
い
た
キ

ー
マ
ン
の
１
冊
」と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
被

爆
者
、
広
島
市
民
の
声
を「
オ
バ
マ
へ
の

手
紙
」と
し
て
１
４
７
２
通
を
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
に
届
け
て
つ
な
い
だ
の
は
事
実
だ

が
、こ
の
本
は
オ
バ
マ
と
は
全
く
無
関
係
。

憲
法
論
議
は
改
憲
論
、
護
憲
論
と
も「
論
」

が
先
行
す
る
の
で「
論
よ
り
フ
ァ
ク
ト
」

と
事
実
に
基
づ
き
検
証
し
た
。
出
版
が
オ

バ
マ
の
広
島
演
説
の
日（
５
・
27
）で
、

出
版
社
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
が
、
オ
バ

マ
と
抱
擁
し
た

森
重
昭
さ
ん
な

の
で
因
縁
を
感

じ
る
。

時
代
の
流
れ
検
証
の
手
が
か
り
に
　
戦
後

70
年
を
機
に
、
戦
後
史
を
見
つ
め
直
す
こ

と
は
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
自
民
・
公
明
連

立
政
権
に
よ
る
安
保
法
制
強
行
採
決
に
至

る
約
５
年
間
を
検
証
し
ま
し
た
。
平
和
憲

「
テ
レ
ビ
の
一
期
生
」の
光
と
影
　
日
本
映

像
記
録
セ
ン
タ
ー
代
表
だ
っ
た
牛
山
純
一
さ

ん
は
、
１
９
８
４
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

賞
を
受
け
た
。
こ
れ
と
芸
術
選
奨
文
部
大

臣
賞
、
放
送
文
化
基
金
賞
の〝
三
冠
〟に
輝
い

た
放
送
人
は
、
ほ
か
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
相
田
洋ゆ

た
か

さ
ん
し
か
い
な
い
。
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ

た
53
年
、
日
本
テ
レ
ビ
に
入
り
、
民
放
初
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組『
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
劇
場
』や『
ベ
ト
ナ
ム
海
兵
大
隊
戦
記
』『
す

ば
ら
し
い
世
界
旅
行
』な
ど
を
手
が
け
た
。

国
内
外
の
秀
作
を
収
集
・
公
開
す
る
日
本

映
像
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
創
設
、
ビ
デ
オ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
設
立
運
動
、
日
中
テ
レ
ビ
祭

開
催
な
ど
、
時
代
の
先
を
見
通
す
先
見
性

と
行
動
力
で
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。

　
放
送
担
当
記
者
と
し
て
そ
の
仕
事
と
人

と
な
り
に
接
し
、
67
年
の
生
涯
の「
光
と

潮書房光人社
１９４４円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会員の著 書

寄
贈
書

法
を
破
壊
し
て
、
戦
争
が
で
き
る
国
家
へ

突
き
進
む
安
倍
晋
三
政
権
と
、
そ
れ
に
真

正
面
か
ら
抵
抗
す
る
市
民
の
記
録
を
ま
と

め
ま
し
た
。
歴
史
の
岐
路
に
立
つ
今
日
、
私

た
ち
の
明
日
を
考
察
す
る
際
に
、
拙
著
が

「
時
代
の
流
れ
」

を
検
証
す
る
手

が
か
り
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

社会評論社
２４８４円

影
」を
描
く
こ
と
は
積
年
の
宿
題
だ
っ

た
。
没
後
20
年
目
に
際
し
、
こ
の
評
伝
が

再
評
価
の
機
運

に
つ
な
が
れ
ば

本
望
だ
。

平凡社
２３７６円

『
風
雨
東
京
路
―
―
日
本
報
道
50
年
』

北
京
で
出
版

　
中
日
記
者
交
換
50
周
年
を
記
念
し
て
、

北
京
中
日
新
聞
事
業
促
進
会
編
集
の『
風

雨
東
京
路
―
―
日
本
報
道
50
年
』
が
６

月
、
北
京
で
出
版
さ
れ
た
。
１
９
６
４
年

９
月
、
ま
だ
国
交
が
回
復
さ
れ
な
い
中
日

間
で
廖
承
志
―
高
碕
達
之
助
覚
書
で
記
者

交
換
を
実
現
し
た
。
以
来
、
日
本
駐
在
の

中
国
人
記
者
が
２
２
０
人
を
超
え
た
。
初

代
駐
在
記
者
の
劉
徳
有
、劉
延
州
が
健
在
。

数
十
名
の
日
本
駐
在
経
験
者
や
現
職
の
日

本
駐
在
記
者
の
経
験
、
感
想
、
思
い
出
な

ど
を
綴
っ
た
も
の
を
、
こ
の
１
冊（
中
国

語
）に
収
め
た
。

　
中
に
は
、
報
道
現
場
で
の
経
験
や
中
日

関
係
に
関
す
る
思

考
、
日
本
関
連
報
道

か
ら
得
た
も
の
、
日

本
国
民
と
の
交
流
、

右
翼
勢
力
へ
の
批
判
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

内
容
が
盛
り
こ
ま
れ
、
50
年
間
に
わ
た
り

日
本
駐
在
記
者
が
歩
ん
で
き
た
日
々
を
余

す
と
こ
ろ
な
く
再
現
し
よ
う
と
意
気
込
ん

だ
。
ま
た
当
時
の
周
恩
来
総
理
・
鄧
小
平

副
総
理
な
ど
が
日
本
の
要
人
、
新
聞
記
者

と
会
見
し
た
写
真
な
ど
も
入
り
、「
中
日

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
交
流
略
史
」と
も
い
え

資
料
的
価
値
が
高
い
と
評
価
さ
れ
た
。

　
ク
ラ
ブ
に
寄
贈
し
た
の
で
、
ラ
ウ
ン
ジ

の
書
棚
で
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
。

蘇
海
河（
中
国
経
済
新
聞
東
京
支
局
長
）

国
内
外
の
最
新
事
情
　
２
０
２
０
年
度
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
る
新
テ

ス
ト
が
始
ま
る
。
東
大
、
京
大
が
推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
を
導
入
す
る
な
ど
、
個
別
の
改

革
は
動
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
モ
デ
ル
と

な
る
の
が
、
米
国
の
有
力
大
の
入
試
。
書

類
選
考
や
面
接
で
「
潜
在
力
」ま
で
見
極

め
る
と
い
う
選
考
を
現
地
取
材
し
た
。
韓

国
、
台
湾
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応�

し
、
米
国
型
入
試
へ
の
転
換
が
進
む
。
日

本
の
入
試
は
、ど
う
変
わ
る
べ
き
な
の
か
。

読
売
新
聞
連
載
記
事
に
大
幅
加
筆
し
、
大

学
入
試
が
社
会

に
与
え
る
影
響

も
考
察
し
た
。

中央公論新社
１６２０円
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リ レーエッセー

真
摯
な
怒
り
の
人

　免
疫
学
者・能
作
家
　多
田
富
雄
さ
ん

羽
原

　清
雅（
朝
日
新
聞
出
身
）

と
し
て「
そ
り
ゃ
、
当
然
で
し
ょ
」と
言

い
た
げ
。
以
来
、
気
は
楽
に
。

　
帰
京
後
、
ワ
イ
ン
に
肉
を
好
む
と
知
ら

ず
、
神
田
の
居
酒
屋
に
お
誘
い
し
た
。

　
千
葉
大
学
当
時
の
恩
師
が
実
験
に
あ
た

り「
文
献
な
ど
読
む
な
。
自
分
の
目
で
見

た
も
の
を
信
じ
よ
」と
厳
し
く
言
わ
れ
た

話
、
式
江
夫
人（
医
師
）と
の
新
婚
当
時
、

押
し
入
れ
で
実
験
用
の
マ
ウ
ス
を
飼
い
、

子
ど
も
は
た
ん
す
の
引
き
出
し
に
寝
か
せ

た
話
を
、
楽
し
そ
う
に
話
し
た
。
小
生
は

少
し
政
治
の
話
を
。
次
第
に
打
ち
解
け
ら

れ
る
感
が
。

　
そ
の
こ
ろ
か
ら
多
田
先
生
の
執
筆
活
動

が
盛
ん
に
な
る
。
美
術
や
文
学
な
ど
多
彩

な
関
心
と
蘊う

ん

蓄ち
く

が
あ
っ
た
。

　
主
た
る
対
象
は
能
。
高
校
時
代
に
小
鼓

を
覚
え
、
の
ち
に
能
面
を
打
ち
、
能
作
に

入
る
。
脳
死
と
臓
器
移
植
を
テ
ー
マ
と
す

る
新
作
能「
無む

明み
ょ
う
の
井い

」を
、
ご
く
親
し

い
観
世
流
・
八
世
橋
岡
久
馬
師（
１
９
２

３
～
２
０
０
４
）が
演
じ
た
。

　
先
生
に
と
く
に
親
し
み
を
感
じ
た
の
も

そ
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
能
の

主
題
が
、
い
わ
ば
社
会
の
一
断
面
を
え
ぐ

る
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。
朝
鮮
人
強
制
連

行
を
取
り
上
げ
た「
望
恨
歌
」、
原
子
力

と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の「
一い

っ

石こ
く

仙
人
」、

戦
争
３
部
作
の「
原
爆
忌
」「
長
崎
の
聖

母
」「
沖
縄
残
月
記
」。

　
そ
し
て
今
年
４
月
の
七
回
忌
初
演
の

「
生

し
ょ
う

死じ

の
川
―
高
瀬
舟
考
」は
鴎
外
を
踏

ま
え
た
安
楽
死
の
問
題
で
あ
る
。

　
政
治
が
避
け
て
通
り
た
い
、
だ
が
そ
れ

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
課
題
を
、
先
生
は
直

視
す
る
。

　
２
０
０
１
年
５
月
、
脳
梗
塞
、
右
半
身

ま
ひ
、
言
語
・
嚥
下
障
害
に
襲
わ
れ
る
。

リ
ハ
ビ
リ
に
打
ち
込
む
一
方
、
キ
ー
ボ
ー
ド

の
文
字
を
音
声
に
変
え
て
語
り
、
パ
ソ
コ

ン
で
原
稿
を
書
く
日
々
だ
。
あ
る
日
、
車

い
す
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
新
居

に
招
か
れ
、
奥
様
の
見
事
な
手
料
理
を

い
た
だ
い
た
。
先
生
は
喉
元
を
通
る
よ

う
、
ワ
イ
ン
や
日
本
酒
に
薬
剤
を
入
れ

て
ド
ロ
リ
と
凝
固
さ
せ
て
飲
む
。
そ
れ

ま
で
し
て
飲
む
か
、
と
学
ん
だ
。
か
つ

て
と
変
わ
ら
な
い
明
る
さ
が
あ
っ
た
。

　
先
生
は
あ
る
日
、
真
剣
に
憤
る
。
06

年
４
月
、
国
は
医
療
保
険
の
対
象
で
あ

る
リ
ハ
ビ
リ
を
発
症
６
カ
月
で
打
ち
切

る
と
し
た
。
障
害
が
そ
の
間
に
直
ら
な

け
れ
ば
死
ね
、
寝
た
き
り
老
人
に
な
り

衰
弱
死
を
待
て
、
社
会
脱
落
、
尊
厳
喪

失
、
そ
し
て
死
…
こ
れ
が「
福
祉
国
家
」

か
、
と
行
動
を
起
こ
し
た
。
自
ら
車
い

す
で
44
万
人
の
署
名
を
厚
労
省
に
持
ち

込
ん
だ
。

　
書
棚
に
今
、
先
生
か
ら
贈
ら
れ
た
20

数
冊
の
著
作
が
並
ぶ
。
先
生
を
惜
し
む

書
や
言
葉
も
多
彩
だ
っ
た
。
同
感
し
た

の
は
、
先
生
と
対
話
し
た
石
牟
礼
道
子

さ
ん
の「
よ
っ
ぽ
ど
精
神
の
ほ
り
が
深

く
て
、
深
淵
で
、
劇
的
な
存
在
」。
蛇

足
承
知
で
付
け
加
え
さ
せ
て
も
ら
う

と
、「
真
摯
な
怒
り
の
人
」だ
ろ
う
か
。

（
は
ば
ら
・
き
よ
ま
さ
　
元
西
部
本
社
代
表
）

次
号
は
飯
田
和
郎
会
員（
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎

日
放
送
）で
す
。

　
免
疫
学
者
と
し
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補

に
の
ぼ
り
、
能
作
家
と
し
て
知
ら
れ
…

と
い
っ
た
人
物
と
、
な
に
が
接
点
で
の

付
き
合
い
な
の
？
と
多
田
先
生
の
長
年

の
秘
書
さ
ん
に
い
ぶ
か
ら
れ
た
が
、
あ

え
て
言
え
ば
、「
酒
縁
」だ
ろ
う
か
。

　
発
端
は
、
酒
田
の
物
書
き
で
先
生
が

盟
友
と
し
た
水み

戸と

部べ

浩ひ
ろ

子こ

さ
ん（
１
９

４
５
～
２
０
１
０
）か
ら「
と
に
か
く

面
白
い
方
な
の
！
」と
誘
わ
れ
て
山
形

へ
。
彼
女
主
宰
の「
点
睛
塾
」な
る
若

者
た
ち
の
勉
強
会
で
、
初
め
て
多
田
富

雄
先
生（
１
９
３
４
～
２
０
１
０
）に

お
会
い
し
た
。

　「
浩
子
さ
ん
、
悲
し
い
よ
。
僕
も
間

も
な
く
行
く
」と
弔
電
を
送
っ
た
77
日

後
に
、
先
生
も
逝
っ
た
。

　
上
喜
元
な
ど
の
地
酒
を
若
者
た
ち
と

酌
み
交
わ
し
、
翌
日
そ
の
酒
蔵
に
案
内

さ
れ
…
そ
ん
な
出
会
い
だ
っ
た
。
　

　「
免
疫
な
ど
、
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま

せ
ん
」と
予
防
線
を
張
る
と
、
ニ
コ
リ

多田富雄さん（左）と筆者（筆者提供）
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　70年間持ちこたえてきた日本社会の
システムが問われている昨今です。わが
マスコミも、戦後の出発点での重い反省
を繰り返さないようにしたいものです。

入
いり

来
き

院
いん

重
しげ

建
たつ
1971年共同通信入社。論説副委員
長、編集委員室長などを経て2008
年退社。現在、同社客員論説委員。

　30年近く続けた生放送を終え、これ
からはさまざまな地域に行き、直接当
事者の言葉に耳をかたむけていけるこ
とを楽しみにしています。

国
くに

谷
や

　裕
ひろ

子
こ NHK英語放送アナウンサー、アメ
リカ総局リサーチャーなどを経て、
1993年から2016年3月まで「クロー
ズアップ現代」キャスター。2011
年度日本記者クラブ賞受賞。

　リポーター、キャスター、解説委員、
ディレクターと放送に関わるさまざま
な仕事をした36年余でした。今後はさ
らに活動の場を広げます。

迫
さこ

田
た

　朋
とも

子
こ
1980年NHK入局。アナウンサー、
解説委員、文化福祉番組部エグゼ
クティブ・ディレクターなどを経
て2016年6月退職。

目下の関心領域は①選挙制度②消費税・
財政③保険④フランチャイズ商法です。
お知恵拝借を含め、どうぞよろしくお
願いいたします。

髙
たか

谷
や

　秀
ひで

男
お
1988年朝日新聞入社。東京本社経
済部、西部本社報道センター次長、
大分・前橋総局長、特別報道部な
どを経て2015年12月退社。

　ジャーナリストであり続けたい身に
とって、社会の最前線とつないでくれ
る日本記者クラブはありがたい存在で
す。地方から通わせていただきます。

秦
はた

野
の

るり子 1982年読売新聞入社。ジャカルタ、
ローマ両支局、調査研究本部主任
研究員などを経て2016年3月退社。
現在、富山国際大学教授。

　報道の現場からは10数年離れていまし
たが、長年携わった報道が自分の古里と感
じ入会しました。英国のEU離脱など驚く
ことばかりの世界をなるべく正確に孫に伝
えるため、もう少し勉強しようと思います。

藤
ふじ

延
のぶ

　直
なお

道
みち
1972年テレビ東京入社。報道局長、
取締役制作局長、専務取締役など
を経て2016年6月退社。

　どこまでも深く、粘り強くがモット
ーです。できるだけ多くの記者会見に
参加し、さまざまなことを吸収し、発
信したいと思います。

宮
みや

﨑
ざき

　知
とも

己
み
1990年朝日新聞入社。経済部、特
別報道部デスク、デジタル編集部
などを経て2016年3月退社。現在、
FACTA編集長代理。

新しいOB会員

情報発信
■五十嵐一氏の会
　サルマン・ラシュディの『悪魔の詩』日本語版
の翻訳者、五十嵐一筑波大助教授（当時）の殺害
事件を風化させないために、毎年7月に開催し
ている。（7.4�10階ホール）

■国基研日本研究賞 授賞式　主催：（公財）国家基
本問題研究所
　日本研究の奨励を目的として創設された。第
3回受賞者は次のとおり。▶日本研究賞：楊海
英（静岡大教授）▶日本研究奨励賞：陳柔縉（コ
ラムニスト・元聯合報政治部記者）、ロバート・
D・エルドリッヂ（元在沖縄米軍海兵隊政務外交
部次長）（7.5　10階ホール）

■シンポジウム「鶴見俊輔と後藤新平」　主催：
後藤新平の会
　昨年7月20日に死去した鶴見俊輔氏の一周忌
を前に開催された。鶴見俊輔、後藤新平2人の
仕事や思想を比較対照させながら、日本の今後
を考察した。パネリストは赤坂憲雄・学習院大
教授、加藤典洋・文芸評論家、加藤陽子・東大
大学院教授、鎌田慧・ルポライター、コーディ
ネーターは橋本五郎・読売新聞特別編集委員が
務めた。（7.9　10階ホール）

ニュースパーク　リニューアルオープン

　ニュースパーク
（日本新聞博物館）が
7月20日、約1年間
のリニューアルを終
え新たにオープンし
た。日刊新聞の発祥
地である横浜・日本

大通りに2000年10月に開館したが、設備の老朽
化もあり昨年8月から休館し、2～5階まであ
った展示スペースを2～3階の2フロアへ集約
した。
　今回のリニューアルでは、「コレクション（資
料）を見せる展示」から「体験や考えることをベ
ースにした展示」を心がけた。現代の情報社会
を映像と音で体感してもらうほか、展示を通じ
新聞やジャーナリズムの役割に理解を深めても
らうのが狙いだ。
　このほか、横浜港周辺のジオラマを作り、そ
こでタブレットを使った取材体験ができるゲー
ムを設け、子どもから大人まで楽しめる展示を
めざした。徒歩圏に山下公園、中華街と見所の
多い場所なので、ぜひ足を運んでいただきたい。
� （日本新聞博物館館長　吉澤正一）
日本新聞博物館　開館時間：午前10時から午後5時
（入館は午後4時半まで）／休館日：毎週月曜日（月
曜が祝日・振替休日の場合は次の平日）／入館料：
一般400円ほか／電話：045-661-2040 ／最寄り駅：
みなとみらい線「日本大通り駅」3番 情文センター
口から直結

一般公開に先立ち内覧会が行われた
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：746人　⃝個人会員：1,310人　
⃝法人・個人賛助会員：64社・141人　⃝特別賛助会員：99人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：131人 計：198社・2,439人

クラブの電話　ダイヤルイン

記者研修会へお申し込みを
　8月25、26両日に開催する第19回記者研修会
への参加者を受け付けています。すでに各社の
編集・報道責任者あてにお送りしている申込用
紙に必要事項を記入のうえ、ファクス（03-3503-
7271）またはメール（jimukyoku@jnpc.or.jp）で
お申し込みください。締め切りは22日（月）です。
8/25（木）昼食会：大野恒太郎・検事総長▶会
見：山内道雄・島根県隠岐郡海士町長▶パネル
ディスカッション「原発報道：再稼働、廃炉、
核のゴミ処理問題を考える」▶「被災地における
地域紙の役割」菊池由貴子・岩手県大槌町・大
槌新聞代表▶交流会
8/26（金）韓国大使館訪問▶昼食会：中村哲・
ペシャワール会現地代表▶会見：小泉進次郎・
衆院議員▶研究会「パナマ文書」奥山俊宏・朝日
新聞編集委員、澤康臣・共同通信特別報道室次長

秋のゴルフ会　開催のお知らせ
　第105回ゴルフ会を下記の要領で開催します。
参加ご希望の方は事務局の河野（03-3503-2764）
へご連絡ください。初参加の方も大歓迎です。
日　　時：10月5日（水）午前8時30分集合
コ ー ス：八千代ゴルフクラブ（千葉県八千代市）
プレー代：18,333円　会費：3,000円

10階アラスカ　夜の半額サービス8/31まで

　8月はレストランアラスカのディナータイム
がお得です。一般メニューの全てが半額でご利
用いただけます。ぜひこの機会にご家族や友人
との会食にいかがでしょうか。ご予約（03-3503-
2766）をお願いします。

会報連載「新・列島報告」スタート

　今号15ページの鹿児島県知事選リポートのタ
イトルにお気づきでしょうか。8月号から連載
「新・列島報告」が始まりました。
　2015年4月の会報委員会は、同年3月号まで
掲載していた「地方発」を翌月号から「ワーキン
グプレス」に統一し、毎月1本以上は地方の話
題を取り上げることを決めました。しかし、そ
の後は国内外の大事件や大ニュースをテーマに
取り上げることが続き、地方にスポットを当て
ることができませんでした。連載の復活を要望
する声も寄せられていました。
　これを受け7月の会報委員会は今号から、地
方会員社に登場していただくページの復活を決
めました。タイトルは1997 ～ 2000年に連載企
画として使用していた「列島報告」に装いあらた
な「新」をつけ、「新・列島報告」としました。ご
愛読ください。

＜理事交代＞
西日本新聞社
　行武亨執行役員東京支社長（旧・藤井通彦氏）
山陽新聞社
　仮谷寛志執行役員東京支社長（旧・岡崎伸二氏）
＜法人会員代表変更＞
日本海事新聞社
　畠雅仁代表取締役社長（旧・大山高明氏）
京都新聞社
　永島宣彦代表取締役社長（旧・黒田清喜氏）
テレビ朝日
　角南源五代表取締役社長（旧・吉田慎一氏）
J-WAVE
　中岡壮生代表取締役社長（旧・小笠原徹氏）
読売テレビ放送
　伝川幹代表取締役社長（旧・望月規夫氏）
札幌テレビ放送
　根岸豊明代表取締役社長（旧・島田洋一氏）
テレビ西日本
　坂田正彦代表取締役社長（旧・高木敏弘氏）
NHKエンタープライズ
　板野裕爾代表取締役社長（旧・今井環氏）
＜訃報＞島脩会員（読売新聞出身、83歳）が7月
21日死去されました。ご冥福をお祈りいたします。

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　葉月懐石（9/2まで）

　先付：穴子小袖巻、うなぎ八幡巻　お椀：鱧葛
打ちほか　造り：三点盛り　焼物：伊佐木照り焼
き　煮物（冷やし）：冬瓜鶏そぼろあんかけ　強肴：
牛ヒレステーキ　食事：稲庭うどん　水菓子：季
節の果物　グラス冷酒付き（5,400円）（板長：大井由光）

洋食　ミックスミートグリルコース（8/31まで）

　マグロとアボカドのサラダ、冬瓜と蟹のコンソ
メ、ミックスミートグリル（ビーフ、ポーク、ソー
セージ）夏野菜添え、完熟トマトシャーベット、
パン、コーヒー付き（3,780円）。ランチ、ディナー
（土曜日はランチのみ9階レストラン）ともにご利
用いただけます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●東京都知事選立候補予定者共同会見
　（2016.7.13）
●「原爆で犠牲となった米兵捕虜」森重昭さん、
伊吹由歌子さん（2016.6.24）
●第₂₄回参院選9党党首討論会（2016.6.21）

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　井上　洋一　大辻　一晃
　　　　大寺　廣幸　鈴木　　仁　長﨑　和夫
　　　　藤井　良広　藤澤　秀敏　吉澤　正一
　　　　渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271
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撮影：小
こ

出
いで

　洋
よう

平
へい

（毎日新聞社写真映像報道センター）

レストラン襲撃人質テロ事件（₇．₁）で亡くなった犠牲者を悼み花を手向ける女性
＝７月５日　バングラデシュ・ダッカ

写 真 回 廊

　
ま
ど
ろ
み
の
中
で
、
明
け
方
の
礼
拝
を
告
げ
る
ア
ザ
ー
ン

が
聞
こ
え
る
。
そ
ん
な
風
情
が
気
に
入
り
、
イ
ス
ラ
ム
圏
に

旅
す
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
が
、
昨
年
初
め
の
エ
ジ
プ
ト
旅

行
を
最
後
に
、
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る
。

　
国
内
で
交
通
事
故
に
遭
う
確
率
の
方
が
高
い
だ
ろ
う
、
と

は
思
う
の
だ
が
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
観
光
バ
ス
ご
と
に
ピ
ス

ト
ル
を
携
行
し
た
私
服
が
護
衛
に
つ
い
た
。
カ
イ
ロ
大
学
日

本
語
学
科
卒
の
ガ
イ
ド
氏
は
、
仕
事
が
減
っ
て
副
業
に
始
め

た
ク
レ
ー
プ
店
も
苦
戦
中
、
と
嘆
い
て
い
た
。

　
善
良
な
ム
ス
リ
ム
こ
そ
一
番
の
被
害
者
だ
。
中
東
や
北
ア

フ
リ
カ
か
ら
、
難
民
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
押
し
寄
せ
る
。
一
方

で
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
テ
ロ
が
拡
散
す
る
。
難
民
や
移
民
を

拒
む
欧
州
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
が
勢
い
づ
き
、
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
入
国
規
制
を
唱
え
た
人
物
が
、
米
大
統
領
選
の
候
補

の
１
人
だ
。「
文
明
の
衝
突
」も
絵
空
事
で
は
な
い
。

　
千
年
前
、
欧
州
最
大
の
都
市
は
イ
ス
ラ
ム
王
朝
下
の
コ
ル

ド
バ
で
、
千
の
モ
ス
ク
、
六
百
の
公
衆
浴
場
、
大
図
書
館
を

備
え
、
ギ
リ
シ
ャ
古
典
の
研
究
も
盛
ん
だ
っ
た
。
ル
ネ
サ
ン

ス
の
種
子
は
中
世
イ
ス
ラ
ム
圏
で
育
ま
れ
た
と
も
い
う
。

　
ど
こ
で
逆
転
し
た
の
か
。
キ
リ
ス
ト
教
圏
で
も
、
カ
ト
リ

ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
殺
し
合
っ
た
過
去
が
あ
る
。
宗

派
対
立
が
絡
み
、
主
戦
場
ド
イ
ツ
の
人
口
を
激
減
さ
せ
た

「
30
年
戦
争
」に
幕
を
引
い
た
の
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア

の
和
平
会
議
。
17
世
紀
の
半
ば
だ
っ
た
。

　
ダ
ッ
カ
事
件
で
も
、
ス
ン
ニ
派
の
最
高
権
威
機
関
が
非
難

声
明
を
出
し
た
が
、
ま
だ
る
っ
こ
い
。
聖
俗
の
代
表
が
一
堂

に
会
す
る
イ
ス
ラ
ム
版〝
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
〟を
実
現
で

き
な
い
か
。
善
良
な
ム
ス
リ
ム
こ
そ
声
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。

�

（
土
谷
　
英
夫
）

善
良
な
ム
ス
リ
ム
こ
そ
声
を
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